
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
と
ア
ル
バ
ニ
ア
系
イ
タ
リ
ア
人

　
　
　
ー
パ
レ
ル
モ
県
に
お
け
る
事
例
－

（1）　イタリアにおけるアルバニア集落とアルパニァ系イタリァ人

　
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
エ
ス
ニ
ッ
ク
ま
た
は
文
化
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
と
い
う
場
合
、
そ
れ
ら
の
歴
史
か
ら
も
、
ま
た
そ
れ
ら
が
現

代
イ
タ
リ
ア
社
会
に
お
い
て
も
づ
て
い
る
社
会
問
題
の
性
格
か
ら

も
、
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
歴

史
的
に
も
っ
と
も
新
し
い
も
の
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
末
、
イ

タ
リ
ア
人
人
口
の
流
出
が
も
っ
と
も
顕
著
で
あ
っ
た
シ
チ
リ
ア
に

流
入
し
は
じ
め
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
人
に
は
じ
ま
り
、
一
九
八
○
年
代

に
な
っ
て
か
ら
、
全
国
的
に
急
増
し
た
E
C
域
外
－
か
ら
の
外
国
人

労
働
者
で
、
こ
の
場
合
、
最
大
の
問
題
は
外
国
人
労
働
者
受
け
入

れ
の
た
め
の
制
度
面
で
の
整
備
の
お
く
れ
で
あ
り
、
そ
れ
と
の
関

連
で
何
十
万
と
い
う
未
登
録
（
す
な
わ
ち
正
規
の
滞
在
許
可
、
労

竹
　
　
内

啓

働
許
可
を
も
た
ず
、
社
会
保
障
、
労
働
法
な
ど
が
適
用
さ
れ
な

い
）
外
国
人
の
存
在
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
そ
の
一
端
を
考
察
し
た
（
↓
算
ε
o
巨
畠
竃
）
。
第
二
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
近
代
国
家
イ
タ
リ
ア
の
領

域
に
と
り
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
言
語
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で

あ
っ
て
、
ヴ
7
ヅ
レ
・
ダ
オ
ス
タ
の
フ
ラ
ン
ス
語
住
民
、
ア
デ
ィ

ー
ジ
ェ
川
上
流
域
（
南
チ
ロ
ル
）
の
ド
イ
ツ
語
住
民
、
サ
ル
デ
ー

ニ
ャ
西
部
の
カ
タ
ラ
ン
語
住
民
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
彼
ら
は
イ

タ
リ
ア
外
の
領
域
内
で
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ

ア
に
あ
っ
て
は
、
南
チ
ロ
ル
の
ド
イ
ツ
語
住
民
の
、
こ
く
一
部
を
の

ぞ
い
て
、
こ
れ
ら
の
言
語
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
自
治
拡
大
あ
る

い
は
分
離
独
立
の
た
め
の
運
動
は
存
在
し
な
い
。
ヴ
ァ
ッ
レ
・
ダ

オ
ス
タ
州
、
ト
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
・
ア
ル
ト
・
ア
デ
ィ
ー
ジ
ェ
州
で
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は
、
イ
タ
リ
ア
語
と
な
ら
ん
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
が
そ

れ
ぞ
れ
公
用
語
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
高
等
教
育
は
イ
タ

リ
ア
語
で
し
か
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

　
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
の
カ
タ
ラ
ン
語
住
民
は
ア
ル
ゲ
ー
口
を
中
心
に

し
た
領
域
を
し
め
て
は
い
る
が
、
そ
の
起
源
が
戦
乱
に
よ
る
移
住

の
結
果
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
分
布
が
領
域
よ
り
は
む
し
ろ
集
落
単

位
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
こ
こ
で
問
題
に
す
る
第
三
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
、
す
な
わ
ち
、
周
囲
の
、
後
に
イ
タ
リ
ア
人
と
呼
ぱ
れ
る
こ
と

に
な
る
人
た
ち
と
は
異
質
の
文
化
（
言
呈
岨
や
宗
教
）
を
も
っ
た
人

た
ち
が
、
イ
タ
リ
ア
と
い
う
国
が
で
き
る
前
か
ら
別
の
集
落
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
と
も

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
本
稿
で
考
察
の
対
象
に
す
る
の

は
、
こ
の
第
三
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
、
イ
タ
リ
ア
で
「
ア
ル
バ

ニ
ア
集
落
」
（
8
一
〇
邑
①
国
亭
彗
置
）
と
通
常
呼
ぱ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
に
は
、
こ
の
「
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
」
と
い

う
概
念
と
は
別
に
、
「
ア
ル
バ
ニ
ア
系
イ
タ
リ
ア
人
」
（
岸
巴
O
・

印
亭
彗
①
邑
と
い
う
概
念
が
あ
り
、
現
在
に
お
い
て
は
、
す
べ
て

の
ア
ル
バ
ニ
ア
系
イ
タ
リ
ア
人
が
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
に
住
ん
で
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
用
語
の
定
義
次
第
で
は
、

ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
は
、
そ
の
起
源
か
ら
、
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
み
か

ら
成
り
立
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
土
着
の
ロ
マ
ン
ス
語
に
属

す
る
言
語
の
住
民
を
ふ
く
ん
で
い
た
。
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ア
ル

バ
ニ
ア
集
落
に
関
し
て
の
日
本
語
の
文
献
は
皆
無
で
あ
り
、
イ
タ

リ
ア
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
、
現
代
に
お
い
て
ア
ル

バ
ニ
ア
集
落
、
ア
ル
バ
ニ
ア
系
イ
タ
リ
ア
人
と
い
う
用
語
が
何
を

意
味
す
る
の
か
、
さ
ら
に
は
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
の
住
民
お
よ
び
ア

ル
バ
ニ
ア
系
イ
タ
リ
ア
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
何
に
求
め
ら

れ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て

い
な
い
。

　
シ
チ
リ
ア
に
お
け
る
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
を
い
く
つ
か
調
査
し
た

だ
け
で
あ
り
、
文
献
サ
ー
ヴ
ェ
イ
も
不
完
全
な
予
察
的
な
報
告
で

あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
現
在
の
研
究
状
況
か
ら
み
て
、
こ
の
よ
う

な
か
た
ち
で
報
告
を
ま
と
め
て
お
く
の
も
意
義
が
い
く
ら
か
あ
る

と
考
え
て
本
稿
を
発
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
ま
ず
用
語
の
吟
味
か

ら
は
じ
め
る
こ
と
に
す
る
。

二

　
現
代
世
界
に
お
い
て
ア
ル
バ
ニ
ア
人
と
い
う
と
き
、
通
常
は
ア

ル
バ
ニ
ア
語
を
母
語
（
ま
た
は
母
語
の
一
つ
）
に
す
る
人
た
ち
と

理
解
さ
れ
、
ア
ル
バ
ニ
ア
に
約
三
一
五
万
人
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
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（3）　イタリアにおけるアルパニア集落とアルバニア系イタリア人

イ
ア
の
コ
ソ
ヴ
ォ
に
約
二
〇
〇
万
人
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
、
モ
ン
テ
ネ

グ
ロ
等
に
約
九
〇
万
人
の
人
た
ち
が
い
る
（
o
巨
叫
冒
ヨ
昌
試

冨
竃
に
ょ
る
）
。
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
現
在
、
南
部
の
約
五
〇
の

コ
ム
ー
ネ
（
市
町
村
）
に
約
一
〇
万
人
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
（
厳
密

に
は
奉
巴
o
■
巴
一
8
邑
ω
｝
、
ア
ル
バ
ニ
ア
語
で
實
一
U
腎
鶉
す
⑭
）
が
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
の
セ
ン
サ
ス
で
は

イ
タ
リ
ア
国
民
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
調
査
は
し
て
い
な
い
の
で
、

こ
の
数
字
は
ロ
ー
マ
の
イ
タ
リ
ア
・
ア
ル
バ
ニ
ア
協
会
（
＞
窒
9

9
畠
6
目
①
篶
巴
武
■
≧
σ
彗
一
凹
）
な
ど
が
あ
げ
て
い
る
も
の
に
す
ぎ

な
い
（
O
巨
胃
画
冒
昌
8
；
貫
竃
胃
8
一
竃
・
。
）
。
こ
の
場
合
、
彼

ら
の
す
べ
て
が
ア
ル
バ
ニ
ア
語
を
母
語
に
す
る
人
た
ち
で
あ
る
わ

　
　
　
　
（
1
）

け
で
は
な
い
し
、
ま
た
彼
ら
が
話
す
ア
ル
バ
ニ
ア
語
は
、
イ
タ
リ

ア
内
で
も
地
域
間
で
相
違
（
＞
；
冒
邑
①
雰
一
〇
α
q
冨
H
二
㊤
。
。
①
）

が
あ
り
、
さ
ら
に
ア
ル
バ
ニ
ア
、
コ
ソ
ヴ
ォ
で
正
書
法
が
確
立
し

た
言
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
ア
ル
バ
ニ
ア
語
と
は
か
な
り
異

　
（
2
）
な
る
。
キ
ア
ラ
モ
ン
テ
を
は
じ
め
、
多
く
の
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る

ア
ル
バ
ニ
ア
人
問
題
の
専
門
家
（
顯
亭
昌
O
－
畠
巨
）
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
市
町
村
別
に
み
る
と
、
胃
悪
『
鶉
孟
が
も
っ
と
も
多
い

の
は
パ
レ
ル
モ
市
で
あ
っ
て
約
一
万
五
千
人
で
あ
る
が
、
彼
ら
の

大
部
分
は
日
常
生
活
（
家
庭
生
活
）
に
お
い
て
、
ア
ル
バ
ニ
ア
語

を
用
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ア
ル
バ
ニ
ア
語
を
母
語
に
す

る
人
た
ち
の
割
合
も
小
さ
い
。
彼
ら
が
ア
ル
バ
ニ
ア
人
（
ま
一
〇
－

巴
σ
彗
置
）
と
み
な
さ
れ
、
彼
ら
自
身
が
彗
悪
冨
ω
悪
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
つ
最
大
の
根
拠
は
、
多
く
の
場
合
、
ロ

ー
マ
、
ト
リ
ノ
、
ミ
ラ
ノ
、
コ
セ
ン
ツ
ア
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
場

合
と
同
様
に
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ビ
ザ
ン
ツ
典
礼
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
パ
レ
ル
モ
で
な
ら

ω
．
；
8
5
註
一
9
8
；
二
印
…
胃
ざ
冨
量
教
会
、
口
ー
マ
で
な

ら
ω
彗
↓
．
ξ
昌
邑
o
o
9
9
①
o
；
一
要
ず
邑
；
教
会
、
ミ
ラ
ノ

で
な
ら
ω
．
ζ
昌
『
巨
o
教
会
、
ト
リ
ノ
で
な
ら
ω
・
ζ
一
g
g
o
キ
ー

○
彗
O
q
g
O
教
会
、
コ
セ
ン
ツ
ア
で
な
ら
窒
．
ω
巴
毒
8
轟
教
会
で

の
ミ
サ
に
、
年
に
何
回
か
は
列
席
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
事
実
だ
け
か
ら
な
ら
ぱ
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ア
ル
バ

ニ
ア
人
は
、
歴
史
的
に
は
十
四
、
十
五
世
紀
、
と
く
に
イ
ス
ケ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

デ
ル
・
ベ
イ
（
ス
カ
ン
デ
ル
ベ
グ
）
の
敗
北
（
一
四
六
六
年
）
後
、

オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
に
「
追
わ
れ
て
」
来
住
し
た
ア
ル
バ
ニ
ア
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

起
源
し
、
彼
ら
は
、
彼
ら
の
典
礼
と
言
語
を
保
持
し
て
き
た
が
、

言
語
は
イ
タ
リ
ア
統
一
後
、
い
く
つ
か
の
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
で
消

滅
し
た
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
南
部
や
北
部
の
大
都
市
へ
移

住
す
る
人
た
ち
が
ふ
え
て
こ
の
傾
向
に
拍
車
が
か
か
っ
た
、
し
か
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し
彼
ら
は
ギ
リ
シ
ャ
・
ビ
ザ
ン
ツ
典
礼
を
容
易
に
棄
て
な
い
の
で
、

そ
れ
が
彗
馬
『
鶉
悪
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
源
泉
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
し
、
シ
チ
リ
ア
以
外

の
カ
ラ
プ
リ
ア
な
ど
半
島
部
の
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
だ
け
の
観
察
者

は
、
し
ぱ
し
ぱ
こ
の
よ
う
な
見
解
を
と
る
の
で
あ
る
が
（
た
と
え

ば
■
凹
冒
呉
9
目
印
竃
o
〇
一
宛
o
亭
g
－
8
o
〇
一
宛
①
o
q
－
o
自
①
、
E
σ
q
－
鼠
冨
o
o
o
〇
一

－
湯
o
の
執
筆
者
の
大
部
分
な
ど
）
、
一
巨
o
・
巴
σ
彗
邑
の
定
義
、

彗
悪
冨
ω
悪
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
問
題
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単

な
も
の
で
は
な
い
。

　
ま
ず
問
題
に
な
る
の
は
、
大
都
市
に
住
ん
で
い
て
、
自
他
と
も

に
ア
ル
バ
ニ
ア
人
と
認
め
な
が
ら
、
他
の
イ
タ
リ
ア
人
と
同
様
に

ラ
テ
ン
典
礼
の
教
会
に
通
い
、
さ
ら
に
は
ア
ル
バ
ニ
ア
語
も
話
す

こ
と
の
で
き
な
い
人
が
い
る
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
彼
ら

は
シ
チ
リ
ア
の
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
出
身
者
で
あ
り
、
事
実
シ
チ
リ

ア
の
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ピ
ザ
ン
ツ
典
礼
の
教

会
と
と
も
に
ラ
テ
ン
典
礼
の
教
会
が
必
ず
存
在
す
る
（
ω
。
O
ま
－

ご
畠
o
①
5
の
場
合
に
は
、
例
外
的
に
、
住
民
は
日
常
生
活
で
ア

ル
バ
ニ
ア
語
を
使
用
し
て
い
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ビ
ザ
ン
ツ
典
礼

の
教
会
は
な
く
、
現
在
、
村
に
は
ラ
テ
ン
典
礼
の
教
会
が
一
つ
あ

る
だ
け
で
あ
る
）
の
で
あ
る
が
、
ア
ル
パ
ニ
ア
集
落
の
住
民
で
ラ

テ
ン
典
礼
の
教
会
に
属
す
る
人
た
ち
が
す
べ
て
彗
悪
『
雷
幕
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ア

ル
バ
ニ
ア
語
お
よ
ぴ
ギ
リ
シ
ャ
・
ビ
ザ
ン
ツ
典
礼
と
い
う
こ
と
以

外
に
、
年
中
行
事
、
伝
統
的
服
装
な
ど
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
に
関
わ
る

文
化
的
要
素
が
胃
幕
『
霧
毒
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
源
泉
を
な

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
シ
チ
リ
ア
の
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
を
戦
士
起
源
と
農
民
起
源
の
も

　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
に
分
け
た
場
合
、
里
竃
s
く
昌
p
…
ざ
ぎ
一
ρ
～
竺
竃
8
＞
号
一
－

彗
〇
一
塞
竃
N
O
言
ω
9
0
昌
8
ω
竃
向
目
一
①
；
畠
な
ど
の
戦
士
集
落

に
あ
っ
て
は
、
ラ
テ
ン
典
礼
の
農
民
を
周
辺
か
ら
集
め
て
入
植
さ

せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
ラ
テ
ン
典
礼
の
住
民
の
比
重
が
も
と

も
と
大
き
か
っ
た
し
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
お
よ
び
コ

ン
テ
ヅ
サ
・
エ
ン
テ
リ
ー
ナ
で
は
、
支
配
階
層
で
あ
っ
た
ア
ル
バ

ニ
ア
人
戦
士
が
こ
れ
ら
農
民
の
た
め
に
ラ
テ
ン
典
礼
の
教
会
を
建

設
し
た
事
実
が
あ
る
（
蟹
；
ま
o
；
貫
＞
訂
冨
色
o
ω
o
巨
『
α

冨
o
ド
＞
后
ω
ω
凹
箏
α
『
o
ω
o
巨
『
α
島
M
ω
）
。
パ
ラ
ッ
ツ
か
・
ア
ド
リ

ア
ー
ノ
で
は
、
十
八
世
紀
半
ば
ま
で
ギ
リ
シ
ャ
・
ビ
ザ
ン
ツ
典
礼

の
住
民
と
ヲ
テ
ン
典
礼
の
住
民
と
の
間
に
明
瞭
な
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ

ヨ
ン
が
あ
う
た
と
い
う
歴
史
（
～
弓
巨
o
5
畠
）
が
ど
こ
ま
で
影
．

響
を
与
え
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
頃
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ま
で
は
、
ラ
テ
ン
典
礼
の
住
民
に
は
も
と
も
と
彗
幕
『
窃
毒
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
希
薄
で
あ
っ
た
の
で
、
大
都
市
に

移
住
し
た
第
二
世
代
に
あ
っ
て
は
こ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
消

滅
し
て
い
た
こ
と
が
当
然
予
想
さ
れ
る
。
コ
ン
テ
ッ
サ
・
エ
ン
テ

リ
ー
ナ
に
あ
っ
て
は
、
戦
士
と
農
民
と
の
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
目
ン
は

歴
史
的
に
も
存
在
し
な
か
っ
た
し
（
＞
冨
量
色
O
ω
〇
三
＆
冨
S
）
、

農
民
集
落
で
あ
る
雲
彗
団
α
品
＝
＞
亭
彗
①
9
出
身
者
と
の
姻
戚

関
係
も
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
こ
こ

で
は
ギ
リ
シ
ャ
・
ビ
ザ
ン
ツ
典
礼
で
あ
る
か
ラ
テ
ン
典
礼
で
あ
る

か
を
問
わ
ず
、
住
民
の
彗
g
『
窃
鶉
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
が
強
い
。
十
九
世
紀
後
半
、
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
こ
の
村

の
出
身
者
の
う
ち
数
百
人
が
ニ
ュ
ー
才
ル
リ
ー
ン
ズ
に
住
ん
で
い

た
が
、
彼
ら
の
相
互
扶
助
団
体
は
コ
ン
テ
ッ
サ
・
エ
ン
テ
リ
ー
ナ

の
名
を
冠
し
て
、
少
な
く
と
も
一
九
二
〇
年
代
ま
で
は
活
発
な
活

動
を
展
開
し
て
い
た
し
（
≧
窃
ω
彗
穿
o
ω
o
巨
＆
－
竃
ω
）
、
現
在

で
も
、
パ
レ
ル
モ
に
住
み
ラ
テ
ン
典
礼
の
教
会
に
属
し
な
が
ら
、

胃
幕
冨
ω
幕
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
ち
続
け
て
い
る

住
民
に
は
、
コ
ン
テ
ッ
サ
・
エ
ン
テ
リ
ー
ナ
、
サ
ン
タ
・
ク
リ
ス

テ
ィ
ー
ナ
・
ジ
呈
ラ
出
身
者
が
多
い
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
現
代
イ
タ
リ
ア
に
お
い
．
て
胃
霊
冨
ω
罵

と
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
根
拠
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
と
も
関
連
し
て
決
し
て
単
純

で
は
な
い
し
、
ラ
テ
ン
典
礼
の
場
合
に
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

喪
失
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
そ
の
数
は
流
動
的
で
あ
る
は
ず
で
あ

り
、
イ
タ
リ
ア
全
体
で
十
万
人
と
も
い
う
数
が
ど
こ
ま
で
根
拠
の

あ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
胃
霊
冨
ω
幕
の
定
義

の
問
題
は
こ
の
よ
う
に
し
て
複
雑
で
あ
る
が
、
「
ア
ル
バ
ニ
ア
人

集
落
」
と
い
う
場
合
に
は
そ
の
定
義
は
明
瞭
で
、
十
五
世
紀
か
ら

十
八
世
紀
の
間
に
バ
ル
カ
ン
半
島
か
ら
ア
ド
リ
ア
海
を
渡
っ
て
き

た
集
団
あ
る
い
は
そ
の
子
孫
の
二
次
的
な
来
住
に
現
在
の
集
落

（
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
独
立
し
た
行
政
体
8
目
冒
①
を
な
し
て
い

る
）
が
起
源
し
（
「
ア
ル
バ
ニ
ア
人
」
集
団
が
来
住
す
る
以
前
に
、

小
規
模
な
ロ
マ
ン
ス
語
に
属
す
る
言
語
の
住
民
の
集
落
が
存
在
し

た
場
合
も
あ
る
が
、
「
ア
ル
バ
ニ
ア
人
」
の
来
住
に
よ
っ
て
新
し

い
集
落
名
が
与
え
ら
れ
た
場
合
が
多
い
）
、
国
王
、
封
建
領
主
あ

る
い
は
土
地
を
所
有
す
る
修
道
院
な
ど
の
教
会
当
局
に
よ
っ
て
、

公
式
に
ア
ル
パ
ニ
ア
人
集
落
の
設
立
が
、
憲
章
（
s
旦
8
一
〇
）
ま

た
は
永
代
小
作
権
の
承
認
（
8
昌
①
色
昌
⑦
彗
葦
2
ま
與
）
の
か

た
ち
で
認
知
さ
れ
（
「
Φ
…
彗
ユ
凹
届
冒
）
、
さ
ら
に
現
在
の
コ
ム

ー
ネ
の
行
政
当
局
者
目
身
が
8
一
昌
武
巴
σ
彗
鶉
①
で
あ
る
こ
と
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を
認
め
て
い
る
集
落
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
ア
ル
バ

ニ
ア
集
落
」
と
は
、
す
ぐ
れ
て
歴
史
的
事
情
に
よ
る
呼
称
で
あ
り
、

現
在
ア
ル
パ
ニ
人
が
多
数
居
住
す
る
パ
レ
ル
モ
な
ど
は
当
然
ア
ル

バ
ニ
ア
集
落
で
は
な
い
し
、
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
に
は
、
ア
ル
バ
ニ

ア
語
も
消
滅
し
、
ギ
リ
シ
ャ
ニ
フ
テ
ン
典
礼
そ
の
他
ア
ル
バ
ニ
ア

文
化
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
な
い
村
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
に
は
、
名
称
と
し
て
は
「
ギ
リ
シ
ャ
人
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

（
o
q
8
g
あ
る
い
は
ス
ラ
ヴ
人
（
8
三
竃
o
邑
）
の
名
を
持
つ
も

の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
語
系
あ
る
い
は
ス
ラ
ヴ
塁
言
語

の
住
民
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ピ
ザ
ン
ツ
典
礼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

住
民
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ア
ル
パ
ニ
ア
集
落
と
は
別
に
、
プ
ー

リ
ア
お
よ
び
カ
ラ
ー
ブ
リ
ア
に
は
、
四
世
紀
・
か
ら
十
世
紀
の
間
の

南
イ
タ
リ
ア
の
ビ
ザ
ン
ツ
化
に
起
源
し
て
（
o
き
ユ
9
：
㊤
貨
）
、

過
去
に
お
い
て
は
住
民
が
ギ
リ
シ
ャ
語
系
方
言
を
用
い
て
い
た
ギ

リ
シ
ャ
集
落
（
8
一
昌
訂
α
q
3
8
）
も
存
在
し
た
が
、
い
ず
れ
の

場
合
も
ギ
リ
シ
ャ
語
は
消
滅
し
、
現
在
の
住
民
は
イ
タ
リ
ア
語
お

よ
ぴ
そ
の
方
言
を
母
語
に
し
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
に
は
ア
ル
バ
ニ

ア
語
住
民
に
起
源
す
る
ア
ル
パ
ニ
ア
集
落
以
外
に
も
、
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
カ
タ
ラ
ン
語
住
民
、
セ
ル
ボ
語
住
民
に
そ
れ
ぞ
れ

起
源
す
る
集
落
が
あ
る
が
、
コ
ム
ー
ネ
と
し
て
そ
の
起
源
を
何
ら

か
の
意
味
で
誇
り
に
す
る
、
あ
る
い
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
源

泉
に
す
る
の
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
ア
ル

バ
ニ
ア
集
落
と
し
て
の
主
張
が
、
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
の
運
動
の
な

か
に
あ
っ
て
は
イ
タ
リ
ア
統
一
を
歓
迎
し
、
フ
ァ
シ
ス
ト
体
制
下

に
あ
づ
て
は
帝
国
主
義
的
膨
張
政
策
を
支
持
す
る
と
い
う
「
ナ
シ

目
ナ
リ
ズ
ム
」
あ
る
い
は
「
イ
タ
リ
ア
主
義
」
の
高
揚
の
な
か
で

な
さ
れ
た
こ
と
（
…
彗
8
－
竃
o
。
）
に
は
注
目
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
過
去
に
対
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
以

降
、
ア
ル
パ
ニ
ア
集
落
の
問
題
が
さ
か
ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
パ
レ
ル
モ
大
学
の
ア
ル
バ
ニ
ア
文
学
・
ア
ル
バ
ニ
ア
語
講

座
あ
る
い
は
プ
ー
リ
ァ
州
な
ど
が
主
催
し
て
会
議
が
い
く
つ
加
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
（
O
彗
弐
◎
巨
8
；
竃
ざ
冨
一
①
皇

ω
巨
2
＞
亭
ψ
箏
霧
－
召
①
窒
〇
一
．
⊂
邑
く
①
易
津
叫
皇
巾
邑
雪
昌
o
－
塞
o
〇
一

Ω
目
N
g
訂
冨
o
〇
一
宛
o
①
q
｛
o
目
①
勺
巨
o
q
＝
頸
冨
o
o
o
〇
一
畠
o
o
o
）
、
　
こ
れ
は
、

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
の
進
展
に
と
も
な
う
言
語
的
お
よ
び
エ
ス

ニ
ヅ
ク
な
少
数
集
団
の
主
張
の
高
揚
と
い
う
、
西
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
全

体
の
動
き
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
過
去
に
お
け
る
よ
う
な

「
イ
タ
リ
ア
主
義
」
へ
の
迎
合
と
対
極
を
な
す
も
の
と
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
、
一
九
八
五
年
の
パ
レ
ル
モ
会
議
、
一
九

八
八
年
の
ピ
ア
ナ
・
デ
イ
・
ア
ル
バ
ネ
ー
ジ
会
議
は
テ
ー
マ
と
し
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て
「
言
呈
胴
的
少
数
集
団
」
を
か
か
げ
た
国
際
会
議
の
か
た
ち
を
と

っ
た
の
で
あ
っ
た
（
＞
＞
。
く
＜
■
ε
O
。
一
冨
O
。
㊤
）
。
さ
ら
に
近
年
は
、

イ
タ
リ
ア
国
内
に
お
い
て
E
C
域
内
か
ら
の
外
国
人
労
働
者
が
急

増
し
、
そ
れ
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
き
た
の
を
う
け
て
、

ジ
ャ
コ
マ
ソ
ラ
の
よ
う
に
、
マ
グ
レ
ブ
諸
国
か
ら
の
外
国
人
労
働

者
と
ア
ル
バ
ニ
ア
系
イ
タ
リ
ア
人
と
を
、
国
内
に
お
け
る
エ
ス
ニ

ッ
ク
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
い
う
共
通
の
視
産
、
と
く
に
都
市
の
マ
ー

ジ
ナ
ル
化
し
た
住
民
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
（
Ω
武
o
o
昌
o
昌
帥
冨
o
ト
）
。

　
近
年
、
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
の
問
の
提
携
、
連
絡
会
議
な
ど
の
機

会
も
、
こ
の
よ
う
な
潮
流
の
な
か
で
増
大
し
て
き
て
い
る
。
一
例

と
し
て
、
一
九
九
一
年
夏
、
ア
ル
バ
ニ
ア
に
お
け
る
社
会
主
義
体

制
の
崩
壊
直
後
、
多
数
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
が
船
に
鈴
な
り
に
な
っ

て
、
続
々
と
イ
タ
リ
ア
の
ア
ド
リ
ア
海
岸
に
漂
着
し
た
。
当
初
イ

タ
リ
ア
政
府
は
、
こ
れ
ら
ア
ル
バ
ニ
ア
人
を
政
治
難
民
と
し
て
受

け
入
れ
た
が
、
そ
の
数
が
ど
れ
だ
け
ふ
え
る
か
予
想
も
つ
か
ず
、

ま
た
東
欧
旧
社
会
主
義
国
か
ら
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
の
大
量
の
難
民

流
入
を
お
そ
れ
て
い
た
E
C
諸
国
か
ら
の
圧
力
も
あ
っ
て
、
一
カ

月
も
た
た
な
い
う
ち
に
イ
タ
リ
ア
政
府
は
、
デ
ニ
ミ
ケ
リ
ス
外
相

を
テ
ィ
ラ
ナ
に
派
遣
し
て
、
帰
国
者
を
処
罰
し
な
い
と
い
う
ア
ル

バ
ニ
ア
政
府
の
約
束
と
莫
大
な
経
済
援
助
を
条
件
に
、
ア
ル
バ
ニ

ア
人
を
難
民
と
認
め
な
い
こ
と
に
し
、
以
後
す
べ
て
の
新
た
に
到

着
し
た
ア
ル
バ
ニ
ア
人
を
送
り
返
し
た
。
結
局
、
そ
の
一
ヵ
月
た

ら
ず
の
間
に
、
約
三
万
五
千
人
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
「
難
民
」
が
イ

タ
リ
ア
に
流
入
し
た
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
が
、

住
民
が
ア
ル
バ
ニ
ア
語
を
ま
っ
た
く
理
解
し
な
い
も
の
を
も
ふ
く

め
て
、
何
百
年
か
前
の
村
の
起
源
が
ア
ル
バ
ニ
ア
人
で
あ
る
と
い

う
理
由
か
ら
、
こ
れ
ら
ア
ル
バ
ニ
ア
人
「
難
民
」
を
組
織
的
か
つ

積
極
的
に
受
け
入
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
全
体
で
ど
れ
だ
け
の
ア
ル
バ

ニ
ア
人
「
難
民
」
が
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
パ
レ
ル
モ
県
の
場
合
、
「
難
民
」
の
ア
ド
リ
ア

海
岸
到
来
後
、
た
だ
ち
に
五
つ
の
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
の
執
行
部
会

議
が
持
た
れ
、
全
体
で
約
八
五
〇
名
の
「
難
民
」
が
空
き
家
、
プ

レ
ハ
ブ
住
宅
に
受
げ
入
れ
ら
れ
た
。
三
万
五
千
の
う
ち
八
五
〇
と

い
う
の
は
、
決
し
て
多
く
な
い
が
、
人
口
の
合
計
が
一
万
五
千
に

み
た
な
い
五
つ
の
コ
ム
ー
ネ
が
八
五
〇
人
の
難
民
を
受
け
入
れ
る

の
は
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
パ
レ
ル
モ
県
の
ア
ル
バ
ニ
ア

集
落
に
、
こ
れ
ら
「
難
民
」
を
恒
久
的
に
受
け
入
れ
る
だ
け
の
経

済
的
条
件
は
勿
論
な
い
の
で
、
現
在
残
っ
て
い
る
「
難
民
」
は
、
こ

く
少
数
で
、
大
部
分
は
イ
タ
リ
ア
各
地
、
外
国
（
と
く
に
ア
メ
リ
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力
合
衆
国
）
に
移
住
し
て
い
っ
た
が
、
一
九
九
一
年
の
「
難
民
」

事
件
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
の
不
思
議
な
連
帯
意
識

を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
よ
う
に
し
て
近

年
来
住
し
た
ア
ル
バ
ニ
ア
人
は
、
彗
悪
8
ω
毒
と
区
別
し
て
ω
且
す

訂
a
と
呼
ば
れ
、
イ
タ
リ
ア
全
体
で
総
数
約
二
万
五
千
人
（
一

九
九
四
年
一
月
）
、
七
割
が
男
性
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
り
、
宗

教
的
に
は
大
部
分
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
、
そ
れ
に
次
い
で
多
い

の
は
正
教
徒
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
順
で
あ
る
。

＝一

　
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
の
リ
ス
ト
に
は
、
現
在
約
五
〇
の
コ
ム
ー
ネ

が
あ
げ
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る
が
、
最
も
網
羅
的
な
も
の
と
し
て

は
、
第
一
表
に
あ
げ
た
↓
O
胃
ぎ
O
q
Ω
；
篶
竺
彗
o
の
一
九
六
一

年
度
の
年
鑑
に
掲
載
さ
れ
た
、
～
易
o
ぎ
g
o
の
■
昌
彗
篶
τ

9
o
邑
彗
o
神
父
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
リ
ス
ト
で
あ
り
、
資

料
的
価
値
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
転
載
し
て
お
く
。

こ
の
リ
ス
ト
に
は
、
九
五
の
、
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
創
設
に
起
源
す

る
か
、
多
数
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
が
流
入
し
て
現
在
の
コ
ム
ー
ネ
が

形
成
さ
れ
た
村
（
寝
①
需
、
し
か
し
大
部
分
が
コ
ム
ー
ネ
で
あ

る
）
が
あ
げ
ら
れ
、
ア
ル
バ
ニ
ア
語
の
村
は
五
五
、
総
人
口
二
二

万
六
千
、
イ
タ
リ
ア
語
の
村
が
四
〇
、
総
人
口
は
一
八
万
二
千
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
九
五
の
村
の
総
人
口
は
、
．
現
在
で
は
ほ
ぼ

　
　
　
　
　
（
9
）

半
減
し
て
い
る
し
、
ア
ル
パ
ニ
ア
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
村

（
寝
邑
団
言
彗
o
申
o
巨
）
の
数
も
現
在
で
は
か
な
り
減
少
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
私
は
正
確
な
数
を
把
握
し
て
い
な
い
し
、

そ
も
そ
も
ど
の
く
ら
い
の
割
合
の
住
民
が
日
常
生
活
で
ア
ル
バ
ニ

ア
語
を
用
い
た
ら
寝
①
器
竺
σ
彗
o
－
昌
o
と
い
え
る
の
か
、
そ
の

基
準
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
が

あ
げ
て
い
る
九
五
の
コ
ム
ー
ネ
の
な
か
に
は
、
住
民
お
よ
ぴ
コ
ム

ー
ネ
の
行
政
当
局
の
意
識
か
ら
み
れ
ぱ
、
現
在
で
は
ア
ル
バ
ニ
ア

集
落
と
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
が
、
か
な
り
あ
る
と
考
え
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
以
下
本
稿
で
主
と
し
て
検
討
す
る
の
は
、
私
が
現
地
で
調
査
し

た
パ
レ
ル
モ
県
の
五
つ
の
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
で
あ
る
。
短
期
問
の

現
地
訪
問
は
、
ア
グ
リ
ジ
ェ
ン
ト
県
の
ω
。
＞
晶
9
o
ζ
員
彗
o
、

カ
タ
ー
ニ
ア
県
の
零
昌
后
に
つ
い
て
も
に
お
こ
な
っ
た
が
、
前

者
が
、
十
六
世
紀
に
パ
レ
ル
モ
県
の
パ
ヲ
ッ
ツ
オ
・
ア
ド
リ
ア
ー

ノ
か
ら
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
植
民
に
直
接
的
に
は
起
源
す
る
（
ω
O
－

冨
霊
s
；
3
一
竃
。
。
）
と
い
う
説
は
、
史
料
的
に
確
認
さ
れ
な
い

し
、
十
四
世
紀
末
以
来
の
封
土
の
歴
史
が
現
在
で
は
か
な
り
明
ら
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（9）　イタリアにおけるアルパニア集落とアルバニア系イタリァ人

舗
－
図

、
ξ
、
、
｛
叛
θ
固
O
θ
N
、
、
、
f
、
柵
諜
（
嚢
O
甫
さ
θ
室
；
。
0
8
。
・
曇
8
彗
巨
毒
θ
畠
’
§
＄
三
巷
諒
図
郎
蕾
テ
）

．
、
．
棚
潔

．
一
、
、
竪

　
　
　
㌧
ポ
一
プ

明
　
　
童
　
　
一
・
、

、
以
窯
一

　
　
，
鶉
　
洲
、
榊

，
ぜ

　
．
　
1

一
竈

．
一
霧
1
㌧

一
．
桑

　　募・「

予」

線
㍑
、
、
．
魁
．

　
；
岳

－
タ
版
一
，
㌧

一
∵
1
＾
蔑

一
嚢
蘇
、

一
．
．
．
一
－
敏
一
、

一
導
幸
膚

　
，
丑
　
　
　
’
i

'
s
~
 
i
~
~
 
~
:
~
 
~
~
;
 
i
 
_
*
 

._~1'_. 

'
 
~
f
~
;
~
 
'
 
'
?
/
/
/
:
:
;
~
:
~
~
i
-
~
-
 
'
 
:
 
'
 
~
 
-
'
 
~
 
4
 
'
 
~
-
 
'
 
r
 
-
~
 
~
-
-
~
:
'
 
~
 
~
~
 
'
 
I
~
~
(
~
t
~
 
'
 
~
~
5
:
~
 
L
 
~
'
 
'
t
'
 
j
~
~
L
i
 

*
~
~
.
~
 

l
'
~
 
~
~
 
~
:
i
:
(
~
 
'
~
.
!
 
'
 
.
-
,
 
-
-
!
 

"r 'r*. .. . .. J ~:. l ~ 

~ ･. 

一
訂

黙
，

N
巨

　
　
　
　
寄
苛
ヨ
o

　
　
θ
⑮
一
。
　
一

！
若
－
、
タ
ζ
－

o
＝
；
－
註
岨
＝
－
言
彗
邑

o
”
彗
言
冒
一
帖
＝
冨
鶉
＝

○
言
罫
昌
o
…
ユ
呂
昌

o
8
…
鶉
閨
冒
冨
一
＝
；

o
■
昌
呂
旨
雪

605



一橋論叢第116巻第4号平成8年（1996年）1O月号（10）
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（11） イタリアにおけるアルバニア集落とアルバニア系イタリァ人

第1表　15世紀から18世紀の間に，アルバニア人による創設あるいはアルバニア人集

団の来住に現在の集落が起源する村

言語については、I：イタリア語　　A：アルパニア語

県名については，PA：パレルモ　　　　CT1カター二十
　　　　　　　　　　　　CS：コセンツァ　　　　CZ：カタンザー口

　　　　　　　　　　　　PZ：ポテンッァ　　　FG1フォヅジャ

　　　　　　　　　　　　CB：カンポパッソ　　LE：レッチェ

　　　　　　　　　　　　PE：ペスカーラ　　　BN1ベネヴユント

イタサァ語名　　　　　　アルパニァ語名　　　県名

AG：アグリジ壬ント

RC：レッジ百カラープリア
TA：タラント
AV：アヴェリーノ

　　司教区　　　　　言語

1．Contessa　Entellina Kundisa PA Piana　degli　Albanesi A
2．Mezzojuso Munxifsi PA Piana　degli　Albanesi 1
3I　Palazzo　Adriano Pal1自ci PA Piana　degll　Albanesi I
4．Piana　degli　Albanesi Shさshi，Hδra，Qana PA Piana　degli　Albanesi A
5．S．Cristina　Gela Shεn　Kristina PA Piana　degli　Albanesi A
6．BiancaviHa CT Catania I
7．Bronte CT Catania ］

8．S．Michele　di　Ganzeria CT Cata11｛a I
9．S．Angelo　Muxaro AG Agrigento I
10．Acquaformosa Firmδza，FirmdCka CS Lungro A
11．Castroregio Kastεr11色xlli CS Lungro A
12．Cavaller1zzo Kalvarici．Ke］verici CS S．Marco　Argentano A
13．Cervicati Cervik舳 CS S．Marco　Arg㎝tano A
14．Cerzeto Q自na CS Lungro A
15－Civita αfti CS Lungro A
16．Eianina Ejanina，Pur剛1i CS Lungro A
17．Faloonara　A1b． Fa1lku】1ara CS TroPea A
18．Farneta Farn色t日 CS Lungro A
19．Firmo Fさrma CS Lungro A
20．Frascineto Frasnita CS Lungro A
21．Io99i Jらxhi CS S．Marco　Argentano A
22－Lungro Ungra CS Lungro A
23．Macchia　A1b． M自qi CS Lungro A
24－Marri M自rri，LLimarri CS Lungro A
25．Mongrassano Mungrasana CS S．Marco　Argentano ］

26．Plataci P1latni，P胴tam CS Lungro A
27．Rota　Greca RRota Cs S．Marco　Argentano 一

28．S．Basi1e Shεn　Vasi1i CS Lungro A
29．S．Benedetto　U1I目no Shεn　Bendhiti CS Lungro A
30．S．Caterina　Alb． Pic釧a CS S，Marco　Argentano A
31．S．Cosmo　Alb． Sh芭n　Kozmai　Sbrlg自ri CS Lungro A
32．S．Demetrio　Corone Sh直n　Mitr1 CS Lungro A
33．S．Giacomo　di　Cerzeto Shεn　Japku CS S．Marco　Argentano A
34．S．Giorgio　Alb． Mbuz自ti CS Lungro A
35．S．Lorenzo　del　Val1o Su11ar壱nxa CS Cassano　Ionio 1
36．S．Martino　di　Finita Shen　Mεrtiri CS S．Marco　Argentano A
37．S．So行a　d’Epiro Shεn　Sofia CS Lungro A
38．Serra　d－AieHo CS TroPea 1
39．Spezzano　Alb Spix盆na CS Rossano A
40．Vaco日rizzo　Alb． Vakarici CS Lungro A
41．Am目to ’Am自ti CZ Nicastro A
42．Andali Andali CZ S．Sever1na A
43．Ar量etta　di　Petron自 Arj色ta CZ S．Severina 1
4．Belvedere（fr砒10ne　di CZ S．Severina I
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一橋論叢 第116巻第4号 平成8年（1996年） 1O月号（12）

イタリア語名 アルバニア語名 県名 司教区 言語

Belvedere di Spinello) 

45. Belvedere di Spinello cz S. Severina I
 

46. Caraffa Garafa cZ Catanzaro A
 

47. Carfizzi Karfici Cz Cariati A
 

48. Casabona Cz Cariati I
 

49_ Cunnga cZ Nicastro I
 

50. Gizzerla Jaxeria cz Nicastro I
 

51. Marcedtisa Marcedhtiza cz S. Severina A
 

52_ Pallagorio Puh~rlu cz Canati A
 

53. S. Nrcola del]'Alto Shtn Kolli (Kbghi) cz Cariati A 
54. Spinello (frazione di cz S. Sevenna I

 Belvedere di Spinello) 

55. Vena di Malda Vina cZ Nicastro A 
56. Gagarisi cZ Catanzaro I

 
57. Zangarona cz Nicastro I

 
58. Zinga CZ Canati I

 
59. Casalnuovo d*Africo RC Bova I

 
60. Barile Barill Pz Melfi A

 
61. Brindrsi di Montagna PZ Matera I

 
62. Ginestra (Ripacandida) Pz Venosa A

 
63. Maschito Mashqiti Pz Venosa A

 
64. S. Costantino Alb. Sh6 Kostandlni PZ Lungro A

 
65. S. Paolo Alb. Sh6n Pali PZ Lungro A 
66. Casalnuovo Monterotaro FG Lucera A

 
67 Casalvecchiodi Puglia Kazallv~ql FG Lucera A 
68 Castelluccio del Sauri FG Bovino I

 
69. Chieuti Q~uti FG Larino A 
70. Faeto FG Troia I

 
71. Monteleone di Puglia FG Troia I

 
72. Panni FG Bovino I

 
73. S. Paolo di Civitate FG S. Severo I

 
74. Carosino TA Taranto I

 
75. Faggiano TA Taranto I

 
76. Fragagnano TA Taranto I

 
77. Monteiasi TA Taranto I

 
78 Montemesola TA Taranto I

 
79. Monteparano TA Taranto I

 
80, Roccaforzata TA Taranto I

 
81. S. Cnspieri TA Taranto I

 
82. S. Giorgio Jonico TA Taranto I

 
83. S. Marzano di San Gruseppe Shtn Marxani TA Taranto A

 
84. Galatina (ex Feudo LE Otranto I

 di Skanderbeg) 
85. Greci Gr~ci AV Benevento A

 
86. Ginestra degli Schiavoni BN Ariano lrpino I

 
87. Villa Badessa Badh~sa PE Lungro A 
88. Campomarino Kemarini CB Larino A 
89. Montec[Ifone Munxhuf tini CB Termoli A 
90. Portocannone Portkanfimi CB Lanno A

 
91. S. Croce di Magliano CB Lanno I

 
92. S. Martino m Pensilrs CB Larino I

 
93. S. Elena Sannita CB Campodasso I

 
94. Urtiri Rtiri CB Lanno A

 
95. S. Gracomodegli Schiavoni CB Termoll I
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（13）　イタリアにおけるアルパニア集落とアルバニア系イタリア人

第2表労働人口の構成（1990年10月人ロセンサスのISTATのデータによる）
（上段は実数．下段は，就葉人□．失業人□，若年失業人□については労働人口総数に対する百分率．産業別人口に
ついては就業人口に対する百分率）

工業　建設業
サービ

ス業”

　
　
業

　
　
農

　
　
　
）

の
求
い
□
失
□

初
を
て
人
年
人

最
職
め
る
着
業

　
　
　
（

労働人　就業　　失業

口総数　人口　人口‡

Pi割na　degli　A1banesi

Santa　Cristina　Gela

Palazzo　Adriano

Contessa　Entellma

Me田zojuso

パレルモ県

　2．141　　　1，301

　　　　　（608）

　258　　　171

　　　　　（66．3）

　947　　554
　　　　　（58．5）

　822　　498
　　　　　（60．6）

1．192　　　　605

　　　　　（50．8）

448．635　280，321

　　　　　（62．5）

　189
（8．8）

　45
（工7．4）

　183
（19．3）

148

（18．O）

　190
（15．9）

54，590

（12．2）

　651
（30．4）

　42
（16．3）

　210
（22．2）

　176
（21．4）

　397
（33．3）

113，724

（25．3）

　200
（15．4）

　33

（12．8）

　195
（35．2）

258

（518）

255

（42．2）

30，683

（6．8）

　142
（iO．9）

　29

（11．3）

　104
（18．8）

　25
（5．O）

　45
（7．4）

37，974

（8．5）

　204
（15．7）

　22
（8．5）

　54
（9．7）

　121
（24．3）

　115
（19－O）

36，246

（8．1）

　298
（22．9）

　48
（18．6）

　l08
（19．5）

　95

（191）

　103
（17．O）

84，416

（18I8）

＊1　ここていう「失業人口」とは・一度職咋就いたのち失業した人たちのことで．「最初の職を求めている人

　口」をふくまたい一「最初の職を求めている人口」の一部は、職がないので大学などに通学しているが．実質

的には二れも失業人□である．

＊2商業，運輸・通信業をふくむ．

か
に
な
っ
て
い
て
、
現
在
の
行
政
当
局
者
も
、
自
村
を
ア
ル
バ
ニ

ア
集
落
と
す
る
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ
る
。
零
昌
8
場
合
、
カ

ル
ロ
ス
五
世
の
命
に
よ
り
、
一
五
二
〇
年
、
い
く
つ
か
の
小
村
を

統
合
し
て
こ
の
村
（
…
マ
雪
ω
毒
）
が
設
立
さ
れ
た
と
き
、
統
合

さ
れ
た
集
落
に
「
ア
ル
バ
ニ
ア
人
」
の
も
の
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た

こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
が
、
ア
ル
パ
ニ
ア
集
落
と
し
て
の
ブ
ロ
ン

テ
の
憲
章
が
存
在
し
な
い
な
ど
、
経
済
的
に
も
、
人
口
的
に
も
こ

れ
だ
け
大
き
な
コ
ム
ー
ネ
で
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
と
し
て
の
史
料
上

の
確
証
が
え
ら
れ
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
十
八
世
紀
初
頭
ま

で
ア
ル
バ
ニ
ア
的
文
化
要
素
は
残
存
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
ペ

ト
ロ
ソ
タ
が
指
摘
し
た
よ
う
に
（
思
気
g
s
ε
塞
）
、
ブ
ロ
ン
テ

を
ア
ル
バ
ニ
ア
集
藩
と
み
な
す
の
は
、
碩
学
ス
キ
ロ
（
ρ
ω
O
巨
『
α

－
竃
ω
）
の
学
問
的
権
威
に
盲
従
し
た
誤
り
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
も
現
在
の
コ
ム
ー
ネ
行
政
の
担
当
者
は
、
こ
と
ぱ
を
選
ぴ

な
が
ら
も
、
ア
ル
パ
ニ
ア
人
起
源
と
い
う
の
は
一
つ
の
仮
説
に
す

ぎ
な
い
と
の
べ
て
い
た
。
エ
ト
ナ
の
噴
火
と
溶
岩
流
に
よ
る
何
回

か
の
集
落
の
破
壊
、
ネ
ル
ソ
ン
家
領
と
し
て
の
長
い
歴
史
を
経
て
、

ブ
ロ
ン
テ
の
場
合
に
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
と
し
て
の
歴
史
は
、

た
と
え
存
在
し
た
と
し
て
も
忘
却
の
彼
方
に
埋
も
れ
て
い
る
と
い

え
る
。
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一橋論叢 第116巻第4号 平成8年（1996年）1O月号　（14）

第3表　土地利用状態（1982年10月農業センサスのISTATのデータによる）

総面積
（ha）

播種地
（％）
放牧地樹木栽培地
（％） （％）

森林
（％）

その他
（％）

Piana　degli　A1banesi 4，528．15 64．1 23．8 9．3 O．7 2．1

Santa　Cristina　Ge1a 2，901．73 36．6 35．9 8．8 17．7 1．4

Pa1azzo　Adr1ano 7，470．84 45，2 36．5 3．2 11．2 3．9

COntessa　Entel1ina 8，521．98 62I2 15．7 12．4 6．2 3．5

Mezzojuso 4，623，38 63．0 19．2 14－3 1．0 2．5

パレルモ県 369，597．69 48．8 18．4 15．7 12．O 5．2

　
第
一
図
に
は
、
パ
レ
ル
モ
県
の

五
つ
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
集
落
、
ピ

ア
ナ
・
デ
イ
・
ア
ル
バ
ネ
ー
ジ
、

サ
ン
タ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ジ

ェ
ラ
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ア
ド
リ
ア

ー
ノ
・
コ
ン
テ
㌧
サ
・
エ
ン
テ
リ

ー
ナ
、
メ
ッ
ツ
ォ
ユ
ー
ゾ
の
位
置

を
示
し
た
が
、
戦
士
集
落
で
あ
る

バ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
と

コ
ン
テ
ヅ
サ
・
エ
ン
テ
リ
ー
ナ
は
、

シ
チ
リ
ア
の
東
西
を
結
ぶ
歴
史
的

に
は
重
要
で
あ
っ
た
交
通
路
上
の

丘
上
に
位
置
し
、
さ
ら
に
両
地
点

は
い
ず
れ
も
南
海
岸
の
シ
ャ
ッ
カ

か
ら
北
上
し
て
く
る
幹
線
道
路
と

の
交
差
点
で
あ
り
、
傭
兵
的
性
格

を
持
っ
た
ア
ル
バ
ニ
ア
人
集
団
が
、

ア
ラ
ゴ
ン
王
朝
の
も
と
で
戦
略
的

要
衝
の
地
に
配
置
さ
れ
た
事
惰
を

は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
こ
の

二
つ
の
村
は
、
パ
ラ
ッ
ツ
オ
・
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
の
ク
リ
ス
ピ
家
、

パ
リ
ー
ノ
家
、
コ
ン
テ
ツ
サ
・
エ
ン
テ
リ
ー
ナ
の
ス
キ
回
家
、
コ

ツ
チ
ャ
家
な
ど
、
最
近
百
年
間
、
全
国
的
に
著
名
な
政
界
、
文
化

界
の
名
士
を
輩
出
し
た
。
メ
ッ
ツ
才
ユ
ー
ゾ
は
、
ア
グ
リ
ジ
ェ
ン

ト
か
ら
バ
レ
ル
モ
に
通
じ
る
幹
線
道
路
が
ア
ソ
ツ
ィ
リ
オ
ロ
の
広

い
河
谷
を
通
る
の
を
の
ぞ
む
ブ
リ
ニ
ャ
山
の
山
腹
に
あ
り
、
農
業

的
に
も
豊
か
な
こ
の
河
谷
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
に
は
最
適
の

場
所
で
あ
っ
た
（
o
旦
巨
o
ω
o
冨
ぎ
）
。
村
の
憲
章
が
与
え
ら
れ

た
の
は
バ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
が
も
っ
と
も
古
く
一
四
六

七
年
で
あ
る
が
、
一
五
〇
一
年
に
憲
章
が
与
え
ら
れ
た
メ
ッ
ツ
ォ

ユ
ー
ゾ
が
シ
チ
リ
ア
の
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
と
し
て
中
枢
的
地
位
を

し
め
て
い
た
こ
と
は
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
レ
・
グ
ラ
ッ
ツ
ィ

エ
教
会
付
属
の
修
道
院
お
よ
び
そ
こ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（
竃
實
3
最
屋
竃
）
。
ビ
ア
ナ
・
デ
イ
．
ア

ル
バ
ネ
ー
ジ
は
、
広
大
な
モ
ン
レ
ア
ー
レ
修
道
院
領
の
一
部
を
な

し
、
ペ
ス
ト
流
行
後
の
無
住
の
状
態
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
十
五

世
紀
初
頭
よ
り
ア
ル
バ
ニ
ア
人
難
民
が
住
み
は
じ
め
、
一
四
八
八

年
に
憲
章
が
与
え
ら
れ
た
農
民
集
落
で
あ
る
。
サ
ン
タ
．
ク
リ
ス

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

テ
ィ
ー
ナ
・
ジ
ェ
ラ
は
、
ピ
ア
ナ
・
デ
イ
・
ア
ル
バ
ネ
ー
ジ
の
分

村
で
あ
り
、
そ
の
起
源
は
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
中
葉
で
あ
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（
H
）

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ア
ル
パ
ニ
ア
集
落
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
ま
ず
歴
史
的
に
規
定

さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ぱ
、
文
書
、
伝
承
を
通
じ
て
、
住
民
が

彗
馬
『
窃
毒
と
し
て
社
会
化
さ
れ
る
場
は
、
過
去
に
向
け
て
時

間
的
に
拡
張
さ
れ
て
い
る
。
言
語
、
典
礼
は
住
民
が
過
去
と
共
存

し
、
胃
悪
篶
ω
孟
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
形
成
す
る
ひ
と
つ
の

契
機
で
は
あ
っ
て
も
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
ア
ル
バ
ニ
ア
集

落
で
は
、
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ぱ
過
去
と
の
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
の
場
、

そ
の
よ
う
な
舞
台
を
つ
く
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
再
生
産

す
る
舞
台
監
督
の
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の
が
誰
か
と
い
う
こ
と

が
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
事
情
は
村
、
こ
と
に
か
な
り
異
な
っ
て
い
て
、
バ
ラ
ヅ
ツ
オ
・
ア

ド
リ
ア
ー
ノ
と
サ
ン
タ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ジ
ェ
ラ
と
で
は
、

コ
ム
ー
ネ
当
局
と
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
？
o
「
0
8
な
ど
の
名
を

冠
し
た
民
間
団
体
が
主
役
な
の
で
あ
る
が
、
一
九
五
〇
年
代
の
農

業
改
革
時
に
土
地
を
収
容
さ
れ
た
大
土
地
所
有
者
が
ほ
と
ん
ど
い

な
か
っ
た
、
す
な
わ
ち
今
世
紀
初
頭
ま
で
に
、
十
九
世
紀
初
頭
以

来
形
成
さ
れ
た
大
土
地
所
有
者
が
没
落
し
て
し
ま
っ
て
い
た
貧
し

（
睨
）い
こ
れ
ら
の
村
で
は
、
現
在
の
指
導
階
層
は
第
二
次
世
界
大
戦
の

頃
ま
で
の
状
況
と
は
ま
づ
た
く
違
っ
て
、
来
住
ア
ル
バ
ニ
ア
人
か

土
着
農
民
か
と
い
う
出
自
も
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ビ
ザ
ン
ツ
典
礼
か
ラ

テ
ン
典
礼
か
と
い
う
こ
と
も
問
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
農
民
運
動
、

政
治
運
動
（
県
、
州
、
中
央
政
府
と
の
人
的
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
つ
く

る
こ
と
を
意
味
す
る
）
に
お
い
て
実
力
を
発
揮
し
た
階
層
で
あ
る
。

ピ
ア
ナ
・
デ
イ
・
ア
ル
バ
ネ
ー
ジ
、
　
コ
ン
テ
ッ
サ
・
エ
ン
テ
リ
i

ナ
、
メ
ヅ
ツ
才
ユ
ー
ゾ
で
は
、
農
業
改
革
時
に
在
村
（
主
と
し
て

ピ
ア
ナ
の
場
合
）
お
よ
び
不
在
の
大
土
地
所
有
者
の
所
有
で
、
粗

放
な
土
地
利
用
状
態
だ
づ
た
土
地
が
広
範
に
存
在
し
て
い
て
、
こ

れ
が
直
接
耕
作
者
に
再
配
分
さ
れ
た
。
ピ
ア
ナ
は
、
起
源
が
農
民

集
落
で
あ
り
、
戦
士
の
家
柄
に
由
来
す
る
名
門
家
族
は
存
在
し
な

か
っ
た
が
、
ビ
ア
ナ
の
農
民
家
族
間
で
の
階
層
分
化
が
す
す
み
、

ま
た
か
な
り
の
土
地
が
村
外
の
土
地
所
有
者
の
手
に
わ
た
り
、
第

二
次
世
界
大
戦
前
に
は
農
民
運
動
も
は
げ
し
か
づ
た
し
、
一
九
五

〇
年
代
の
農
業
改
革
に
よ
っ
て
、
村
内
の
土
地
所
有
関
係
は
大
き

く
変
化
し
た
（
ζ
彗
3
一
こ
畠
↓
）
。
現
在
村
政
を
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
上
層
自
作
農
、
お
よ
ぴ
上
層
自
作
農
出
身
で
高
等
教
育
を

う
け
て
村
内
で
商
業
、
自
由
業
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
人
た
ち
で

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
ア
ル
パ
ニ
ア
語
住
民
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
村

内
指
導
層
が
、
全
イ
タ
リ
ア
の
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
の
な
か
で
も
も

っ
と
も
活
発
な
ア
ル
バ
ニ
ア
文
化
運
動
、
ア
ル
バ
ニ
ア
文
化
復
興

611



一橋論叢 第116巻第4号 平成8年（1996年）10月号（16）

運
動
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ア
ル
バ
ニ
ア
語
学
習
運
動
な

ど
に
対
す
る
住
民
の
支
持
は
強
い
よ
う
で
あ
る
。
大
土
地
所
有
制

が
広
範
に
見
ら
れ
た
こ
と
、
農
業
改
革
に
よ
り
、
村
内
の
社
会
関

係
が
大
き
く
変
わ
っ
た
点
で
は
、
コ
ン
テ
ッ
サ
は
ピ
ア
ナ
と
共
通

し
て
い
る
が
、
現
在
村
政
を
に
な
う
エ
リ
ー
ト
に
、
村
外
に
流
出

し
た
り
没
落
し
た
家
族
ほ
ど
の
大
名
門
で
は
な
い
が
、
戦
士
出
身

の
家
柄
の
人
問
が
名
前
を
つ
ら
ね
て
い
る
の
が
、
ピ
ア
ナ
と
は
ち

が
っ
て
い
る
。
コ
ン
テ
ッ
サ
で
も
、
こ
れ
ら
指
導
層
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ヴ
の
も
と
、
義
務
教
育
課
程
で
の
課
外
σ
ア
ル
バ
ニ
ア
語
授

業
の
導
入
な
ど
、
ア
ル
バ
ニ
ア
文
化
運
動
の
近
年
の
も
り
上
が
り

が
注
目
さ
れ
る
。
道
路
標
識
を
イ
タ
リ
ア
語
、
ア
ル
バ
ニ
ア
語
の

；
言
語
に
す
る
点
な
ど
で
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
の
な
か
で
も
コ

ン
テ
ッ
サ
が
も
っ
と
も
徹
底
し
て
い
る
。
メ
ッ
ツ
ォ
ユ
ー
ゾ
で
も

ビ
ア
ナ
、
コ
ン
テ
ッ
サ
同
様
、
大
土
地
所
有
制
が
一
九
五
〇
年
代

の
農
業
改
革
ま
で
残
存
し
た
が
、
こ
こ
で
は
戦
士
出
身
家
族
の
多

く
が
そ
の
頃
ま
で
に
不
在
化
し
て
い
た
た
め
現
在
の
村
の
指
導
層

は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ビ
ザ
ン
ツ
お
よ
ぴ
ラ
テ
ン
典
礼
双
方
の
住
民
か

ら
な
り
、
行
政
当
局
は
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
で
あ
る
こ
と
を
、
何
よ

り
も
そ
の
歴
史
か
ら
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
ア
ル
パ
ニ
ア

語
が
す
で
に
前
世
紀
に
消
滅
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
典
礼
、
民

俗
行
事
以
外
に
、
彗
σ
腎
窃
悪
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
社
会
化

の
方
策
を
も
た
な
い
と
い
う
弱
点
を
か
か
え
て
い
る
（
Ω
算
ε
－

o
8
冨
豪
）
。
な
お
、
イ
タ
リ
ア
の
農
業
改
革
は
、
そ
の
名
称
が

意
味
す
る
よ
う
に
、
単
に
農
地
の
再
配
分
だ
け
を
目
的
に
し
た
の

で
は
な
く
、
灌
概
設
備
、
樹
木
栽
培
の
た
め
の
テ
ラ
ス
の
造
営
に

よ
る
土
地
改
良
、
そ
れ
に
よ
る
農
業
生
産
力
の
上
昇
を
も
め
ざ
し

て
い
た
。
当
初
、
そ
の
効
果
は
あ
ま
り
あ
が
ら
な
か
っ
た
が
、
四

〇
年
以
上
に
わ
た
る
シ
チ
リ
ア
農
業
改
革
公
団
の
事
業
に
よ
り
、

農
業
改
革
が
実
施
さ
れ
た
コ
ム
ー
ネ
に
お
い
て
は
樹
木
栽
培
地
の

比
重
が
高
く
な
っ
て
い
る
（
第
三
表
参
照
）
。

　
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
の
場
合
と
対
照
的
に
、
パ
レ
ル
モ
に
居
住
す

る
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
出
身
者
お
よ
ぴ
彼
ら
の
二
世
、
三
世
の
場
合

に
は
、
彗
悪
屋
ω
霊
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
維
持
、
社
会
化
の

場
は
家
庭
、
教
会
（
た
だ
し
ギ
リ
シ
ャ
・
ビ
ザ
ン
ツ
典
礼
の
場
合

の
み
）
と
い
う
空
間
的
に
と
ざ
さ
れ
た
、
時
間
的
に
は
共
時
的
存

在
の
場
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
の
場
が
時
空
問
的
に
拡
張
す
る
可
能

性
は
、
交
通
、
通
信
手
段
の
発
達
に
と
も
な
う
コ
ム
ニ
ケ
ー
シ
目

ン
、
す
な
わ
ち
空
間
的
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
で
あ
り
、
事
実
こ

れ
が
か
な
り
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ

れ
を
確
認
す
る
数
量
的
デ
ー
タ
を
今
の
と
こ
ろ
私
は
も
ち
あ
わ
せ
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な
い
。
大
都
市
空
間
で
孤
立
し
て
生
活
す
る
彼
ら
の
場
合
、
彗
－

悪
『
鶉
意
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
再
生
産
す
る
場
を
時
間
的
に

拡
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
バ
レ
ル
モ
大
学
の
ア
ル
バ
ニ
ア

文
学
・
ア
ル
バ
ニ
ア
語
科
な
ど
で
正
書
法
を
習
得
し
た
き
わ
め
て

限
ら
れ
た
場
合
の
み
で
あ
る
。

　
以
上
に
み
た
よ
う
に
、
五
つ
の
コ
ム
ー
ネ
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

歴
史
、
集
落
内
の
社
会
統
合
と
シ
ス
テ
ム
統
合
の
様
式
は
異
な
う

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
経
済
生
活
の
内
容
に
は
、
相
違
が
あ
る
の

が
当
然
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
社
会
統
合
と
シ
ス
テ
ム
統
合
の
相

違
を
規
定
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
以
下
最
後
に
、
こ
の

こ
と
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
戦
士
集
落
で
あ
れ
、
農
民
集
落
で
あ
れ
、
パ
レ
ル
モ
県
の
五
つ

の
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
は
、
バ
レ
ル
モ
周
辺
の
「
黄
金
の
三
角
帯

（
O
昌
S
ρ
．
9
o
）
」
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
農
業
地
帯
外
の
、

い
わ
ぱ
マ
i
ジ
ナ
ル
な
内
陸
部
に
位
置
し
て
い
た
か
ら
、
商
品
経

済
、
貨
幣
経
済
の
浸
透
に
と
も
な
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
南
部
内
に
お

い
て
も
、
そ
の
経
済
的
状
態
は
相
対
的
に
劣
悪
化
し
た
。
第
二
表

か
ら
、
五
つ
の
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
が
い
ず
れ
も
、
農
業
従
事
者
の

比
重
が
パ
レ
ル
モ
県
全
体
の
平
均
よ
り
高
い
こ
と
が
わ
か
る
し
、

第
三
表
か
ら
は
、
イ
タ
リ
ア
南
部
で
は
も
っ
と
も
集
約
的
な
土
地

利
用
形
態
で
あ
る
樹
木
栽
培
地
の
比
率
が
低
く
、
一
般
に
粗
放
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
H
）

土
地
弔
用
形
態
で
あ
る
播
種
地
の
比
率
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
、

パ
レ
ル
モ
県
の
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
が
経
済
的
に
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
状

態
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
す
べ
て
の
コ
ム
ー
ネ
に
共
通
し
て
、
人
口
数
の
最
大
を

記
録
し
た
の
が
一
八
六
一
年
で
あ
り
、
五
つ
の
コ
ム
ー
ネ
の
人
口

の
総
計
は
二
万
六
千
で
あ
づ
た
。
十
九
世
紀
を
通
じ
て
南
北
ア
メ

リ
カ
に
大
量
の
移
民
を
流
出
さ
せ
、
一
九
二
一
年
に
は
、
す
べ
て

の
コ
ム
ー
ネ
に
お
い
て
、
人
口
は
一
八
六
一
年
の
六
割
な
い
し
七

割
に
ま
で
減
少
し
た
。
人
口
の
自
然
増
加
率
が
十
九
世
紀
後
半
、

二
十
世
紀
初
頭
を
通
じ
て
年
間
一
〇
％
を
上
回
っ
て
い
た
こ
と
と
。

考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
移
民
の
数
が
い
か
に
多
か
っ
た
か
、
そ
し
て

彼
ら
の
大
部
分
が
、
彼
ら
の
子
供
、
孫
の
代
に
ま
で
彗
悪
篶
ω
悪

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
伝
え
る
の
が
非
常
に
困
難
な

環
境
に
生
き
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
そ
の
後
フ
ァ
シ
ス

ト
政
権
時
代
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
移
民
は
激
減
し
、
ど
の

コ
ム
ー
ネ
で
も
人
口
増
を
記
録
し
、
一
九
五
一
年
セ
ン
サ
ス
で
の

五
コ
ム
ー
ネ
の
人
口
は
二
万
一
千
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
末
か
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ら
一
九
七
三
年
ま
で
、
西
ヨ
ー
ロ
ソ
パ
諸
国
お
よ
ぴ
北
イ
タ
リ
ア

ヘ
大
量
の
人
□
流
出
が
あ
っ
た
が
、
当
時
の
一
〇
代
、
二
〇
代
人

口
が
流
出
し
た
あ
と
は
第
二
図
の
一
九
九
一
年
セ
ン
サ
ス
．
に
よ
る

人
口
の
年
令
構
成
か
ら
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
交
通
上
の
位
置
条
件
か
ら
み
る
と
、
ピ
ア
ナ
・
デ
イ
・
ア
ル
バ

ネ
ー
ジ
は
、
パ
レ
ル
モ
ま
で
三
〇
キ
ロ
で
あ
り
、
曲
が
り
く
ね
っ

た
山
道
で
は
あ
る
が
パ
レ
ル
モ
に
通
勤
可
能
で
あ
り
、
メ
ッ
ツ
ォ

　
　
　
　
　
　
（
M
）

ユ
ー
ゾ
の
中
心
集
落
は
、
パ
レ
ル
モ
ま
で
約
五
〇
キ
ロ
あ
る
が
、

高
速
自
動
車
道
（
無
料
）
と
そ
れ
に
準
ず
る
道
路
（
m
ε
亭

g
冨
爵
）
で
結
ぱ
れ
て
い
る
の
で
パ
レ
ル
モ
ヘ
の
通
勤
、
通
学
は

ピ
ア
ナ
ニ
ァ
イ
・
ア
ル
バ
ネ
ー
ジ
よ
り
も
容
易
で
あ
る
。
ま
た
、

ビ
ア
ナ
・
デ
イ
・
ア
ル
パ
ネ
ー
ジ
と
サ
ン
タ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

ナ
・
ジ
ェ
ラ
と
は
近
く
に
水
力
発
電
施
設
を
も
ち
、
こ
れ
ら
が
約

四
〇
人
を
雇
用
し
て
い
て
、
こ
れ
は
役
場
に
次
い
で
多
い
雇
用
数

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
の
た
め
に
、
ピ
ア
ナ
、
サ
ン
タ
・
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ナ
、
お
よ
び
メ
ヅ
ツ
ォ
ユ
ー
ゾ
に
お
い
て
は
、
若
年
層

が
比
較
的
多
く
村
に
残
り
、
パ
ラ
ッ
ツ
オ
・
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
と
コ

ン
テ
ッ
サ
・
エ
ン
テ
リ
ー
ナ
で
は
人
口
の
老
齢
化
が
顕
著
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
就
業
構
造
か
ら
み
る
と
パ
ラ
ソ
ツ
オ
に
お
い
て

工
業
従
事
者
の
比
率
が
や
や
高
い
が
、
こ
れ
は
通
勤
可
能
な
範
囲

に
食
料
加
工
、
建
築
材
生
産
の
農
村
工
業
が
立
地
し
て
い
。
る
か
ら

で
あ
っ
て
、
村
の
産
業
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
コ
ン
テ

ッ
サ
に
お
い
て
建
設
業
従
事
者
に
比
率
が
高
い
の
は
、
一
九
六
八

年
の
地
震
に
よ
り
村
の
建
物
の
半
分
以
上
が
大
き
な
被
害
を
受
け

て
、
中
央
政
府
、
州
政
府
、
ボ
ヲ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
援
助
を
受
け

て
、
新
し
い
市
街
地
が
建
設
さ
れ
、
現
在
も
古
い
建
物
の
更
新
が

さ
か
ん
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
救
援
、
援
助
と
い
う
か
た
ち
で
の

所
得
移
転
が
、
地
元
に
中
小
建
設
業
の
発
達
を
も
た
ら
し
た
わ
け

で
あ
る
が
、
震
災
の
復
興
が
一
段
落
を
と
げ
た
現
在
、
こ
れ
ら
業

者
が
こ
れ
か
ら
村
外
の
仕
事
を
受
注
す
る
能
カ
が
あ
る
か
ど
う
か

が
村
の
経
済
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
が
、
一
九
九
五
年
お
よ
び
一

九
九
六
年
の
調
査
時
点
で
は
か
な
り
好
調
な
様
子
で
あ
っ
た
。

　
シ
チ
リ
ア
の
い
く
つ
か
の
コ
ム
ー
ネ
が
ア
グ
ロ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
か
ね
た
セ
カ
ン
ド
・
ハ
ウ
ス
団
地
を
建
設
し
た
り
し
て
い
る
な

か
に
あ
っ
て
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
五
つ
の
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
に

は
そ
の
よ
う
な
派
手
な
動
き
は
な
い
し
、
他
方
、
失
業
率
な
ど
イ

タ
リ
ア
南
部
に
共
通
す
る
困
難
な
問
題
を
多
く
か
か
え
て
は
い
る

が
、
地
理
的
、
経
済
的
に
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
位
置
に
あ
っ
て
も
、
E

U
体
制
下
で
生
き
残
り
う
る
よ
う
な
大
規
模
安
定
経
営
農
家
の
形

成
な
ど
、
新
し
い
動
き
が
い
。
く
つ
か
観
察
さ
れ
、
コ
ム
ー
ネ
の
存
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続
が
経
済
的
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
イ
タ
リ
ア
南
部
で
は

決
し
て
稀
で
は
な
い
傾
向
も
今
の
と
こ
ろ
み
ら
れ
な
い
。
ア
ル
バ

ニ
ア
集
落
に
お
け
る
胃
幕
8
ω
意
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
社

会
化
の
成
否
は
、
村
内
の
権
力
関
係
、
そ
れ
と
の
関
連
で
住
民
の

そ
の
た
め
の
主
体
的
実
践
が
ど
こ
ま
で
な
さ
れ
る
か
に
か
か
っ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

（
1
）
　
ア
ル
バ
ニ
ア
語
を
母
語
に
す
る
場
合
で
も
、
イ
タ
リ
ア
語
、
そ

　
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
南
部
諸
方
言
を
も
母
語
に
す
る
三
母
語
状
況
に
あ

　
る
。
（
2
）
　
回
ー
マ
、
パ
ド
ヴ
ァ
な
ど
の
限
ら
れ
た
大
学
の
ア
ル
バ
ニ
ア
文

　
学
・
ア
ル
バ
ニ
ア
語
コ
ー
ス
で
現
代
ア
ル
パ
ニ
ア
語
を
学
ぶ
か
（
何

　
人
か
は
さ
ら
に
コ
ソ
ヴ
ォ
ヘ
の
留
学
経
験
を
も
つ
）
、
グ
ロ
ソ
タ
フ

　
ェ
ラ
ー
タ
の
そ
れ
な
ど
、
数
少
な
い
イ
タ
リ
ア
・
パ
ジ
リ
オ
修
道
会

　
の
神
学
校
卒
業
者
を
例
外
に
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
ア
ル
バ
ニ
ア
語
住

　
民
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
語
に
関
し
て
は
「
文
盲
」
で
あ
る
。

　
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
の
い
く
つ
か
で
は
、
村
役
場
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ

　
で
市
民
向
け
の
ア
ル
バ
ニ
ア
語
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
は
じ
め
て
い
る

　
が
、
ア
ル
バ
ニ
ア
共
和
国
の
公
用
語
を
教
え
る
ぺ
き
か
、
そ
れ
ぞ
れ

　
の
ア
ル
パ
ニ
ア
集
落
の
ア
ル
パ
ニ
ア
語
を
教
え
る
ぺ
き
か
に
つ
い
て
、

見
解
が
対
立
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

（
3
）
　
イ
タ
リ
ア
の
ア
ル
パ
ニ
ア
集
落
に
は
、
こ
の
伝
説
的
英
雄

　
（
司
『
鶉
ま
H
二
〇
竃
）
ω
汗
彗
ま
｝
①
o
q
ま
た
は
ω
o
彗
急
｝
品
の
名
を

　
冠
し
た
通
り
、
広
場
、
店
な
ど
が
か
な
ら
ず
あ
る
。

（
4
）
　
十
四
、
十
五
世
紀
に
来
住
し
た
正
教
徒
の
ア
ル
パ
ニ
ア
人
が
、

　
正
教
の
世
界
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
イ
タ
リ
ア
南
部
の
カ
ト
リ
ッ
ク

　
の
司
教
区
に
属
す
る
よ
う
に
な
ウ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
当
時
バ
ル
カ

　
ン
半
島
に
か
な
り
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ

　
る
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
に
来
住
し
た
「
ア
ル
パ
ニ
ア
人
」
の
大
部
分
は

　
既
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
の
と
か
い
う
未
解
決

　
の
議
論
が
あ
る
（
宛
易
ω
o
邑
富
）
。
イ
ス
ケ
ン
デ
ル
・
ベ
イ
が
教
蔓
、

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ナ
ポ
リ
政
府
の
支
持
を
得
て
ト
ル
コ
軍
と
戦
う
た
こ

　
と
か
ら
も
、
た
し
か
な
資
料
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、

　
多
く
の
論
者
が
後
者
の
説
を
支
持
し
て
い
る
（
霊
昌
巨
o
－
彗
ω
一

　
ε
睾
穴
ω
二
冨
H
畠
鼻
o
品
団
］
冨
彗
）
。
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
の
教
会

　
は
ギ
リ
シ
ャ
・
ピ
ザ
ン
ツ
典
礼
、
ラ
テ
ン
典
礼
を
問
わ
ず
、
必
ず
し

　
も
周
辺
の
村
と
お
な
じ
司
教
座
に
属
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
パ
レ
ル

　
モ
県
の
ア
ル
パ
ニ
ア
集
落
は
す
べ
て
コ
彗
回
宗
昌
≧
σ
昌
鶉
｝
の

　
司
教
座
に
属
す
る
し
、
カ
ラ
ー
ブ
リ
ア
の
コ
セ
ン
ツ
ァ
県
の
ア
ル
パ

　
ニ
ア
集
落
の
大
部
分
は
、
そ
れ
自
身
が
ア
ル
パ
ニ
ア
集
落
で
あ
る

　
巨
長
；
の
司
教
座
の
も
と
に
あ
る
（
第
一
表
参
照
）
。

（
5
）
　
こ
の
区
分
は
、
…
彗
島
最
に
よ
る
。
奈
＝
篶
二
〇
S
は
、
軍

事
植
民
（
；
；
彗
ぎ
一
昌
一
智
）
　
と
難
民
植
民
（
2
g
巨
；
窃
ぎ
・

一
昌
一
彗
）
　
に
二
分
し
て
い
る
。

（
6
）
　
ア
ル
バ
ニ
ア
葉
落
に
お
い
て
は
、
ラ
テ
ン
典
礼
の
住
民
と
ピ
ザ

　
ン
ツ
典
礼
の
住
民
と
の
婚
姻
は
か
な
り
多
い
。
む
し
ろ
、
典
礼
の
相

違
は
結
婚
の
障
害
に
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
結
婚
式
は
新
郎
の
属
す

　
る
教
会
で
挙
げ
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
子
供
の
洗
礼
も
父
親
の
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教
会
で
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
ア
ル
バ
ニ
ア
集
落
に
居
住
す
る
限

　
り
、
ラ
テ
ン
典
礼
の
教
会
に
属
す
る
こ
と
が
胃
幕
『
鶉
豪
と
し
て

　
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
喪
失
の
理
由
に
な
る
と
は
考
え
に
く
い
。

（
7
）
　
奴
隷
を
意
味
す
る
閉
o
巨
婁
o
冨
は
、
中
世
お
よ
ぴ
近
代
に
お

　
い
て
は
、
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
部
、
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
お
よ
び
ス
ロ

　
ベ
ニ
ア
の
ス
ラ
ヴ
系
言
語
の
住
民
を
意
味
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。

（
8
）
例
え
ぱ
＝
o
量
宗
印
q
＝
≧
σ
彗
o
色
は
、
一
九
四
一
年
ま
で
は

雲
與
冨
｛
9
9
①
9
と
い
う
名
前
で
あ
っ
た
。
こ
の
名
称
の
変
更
の

背
景
に
は
、
ア
ル
パ
ニ
ア
現
代
文
化
の
復
興
に
イ
タ
リ
ア
の
「
ア
ル

　
バ
ニ
ア
人
」
が
大
い
に
貢
献
し
た
と
い
う
フ
ァ
シ
ス
ト
体
制
の
も
と

　
で
な
さ
れ
た
主
張
が
あ
っ
た
。

（
9
）
　
ジ
目
ル
ダ
ー
ノ
に
よ
る
総
人
口
の
計
算
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

　
後
で
は
、
南
イ
タ
リ
ア
の
農
村
人
口
が
最
も
多
か
づ
た
一
九
五
一
年

　
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
い
る
。
コ
ム
ー
ネ
内
部
の
地
区

　
（
守
螢
o
冨
）
．
こ
と
の
デ
ー
タ
を
手
元
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の

　
で
、
正
確
な
計
算
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
九
九
一
年
の
セ

　
ン
サ
ス
か
ら
お
お
よ
そ
の
集
計
を
す
る
と
、
こ
の
表
で
ア
ル
バ
ニ
ア

語
と
さ
れ
て
い
る
村
の
総
人
口
は
七
万
一
千
、
イ
タ
リ
ア
語
と
さ
れ

　
て
い
る
村
の
人
口
は
一
〇
万
九
干
に
な
る
。

（
1
0
）
　
シ
チ
リ
ア
に
お
け
る
封
建
制
の
廃
止
（
一
八
二
一
年
）
を
う
け

　
て
、
両
シ
チ
リ
ア
王
国
に
お
い
て
、
一
八
一
八
年
に
コ
ム
ー
ネ
と
し

　
て
認
め
ら
れ
た
と
き
に
は
サ
ン
タ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
の
名
前
で
あ

　
り
、
一
八
七
一
年
、
イ
タ
リ
ア
王
国
の
も
と
で
サ
ン
タ
・
ク
リ
ス
テ

　
ィ
ー
ナ
・
ジ
ェ
ラ
の
名
前
に
な
っ
た
。

（
u
）
5
ζ
彗
ま
ε
實
は
、
一
六
九
一
年
五
月
三
一
日
、
パ
レ
ル

　
モ
の
大
司
教
が
、
八
一
名
の
ビ
ア
ナ
・
デ
イ
・
ア
ル
バ
ネ
ー
ジ
の
農

民
に
永
代
小
作
権
を
与
え
た
の
を
も
っ
て
サ
ン
タ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

　
ナ
の
飢
設
と
み
な
し
て
い
る
が
、
ラ
・
マ
ン
テ
ィ
ァ
の
引
用
す
る
永

代
小
作
権
承
認
の
文
審
を
よ
く
読
む
と
、
サ
ン
タ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

　
ナ
は
ア
ル
パ
ニ
ア
農
民
の
入
植
す
る
場
所
の
地
名
と
し
て
書
か
れ
て

　
い
る
だ
け
で
あ
り
、
決
し
て
入
植
者
集
団
に
集
落
と
し
て
の
特
権
を

与
え
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
キ
ア
ラ
モ
ン
テ
は
こ
の
点
に
注
目
し
、

　
さ
ら
に
シ
チ
リ
ア
の
大
封
建
頒
主
ジ
ェ
ラ
家
へ
の
言
及
が
一
六
九
一

年
の
認
可
状
で
は
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
に
疑
問
を
も
ち
（
O
芋

印
冨
昌
昌
8
5
竃
）
、
近
年
に
な
っ
て
、
ジ
ェ
ラ
侯
爵
家
が
、
サ
ン

　
タ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
の
み
で
な
く
隣
の
ピ
ア
ネ
ッ
ト
を
ふ
く
め
た

領
主
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
一
七
四
七
年
の
文
書
を
発
見
し
て
、
集

落
と
し
て
の
サ
ン
タ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
の
起
源
が
十
七
世
紀
中
葉

　
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
（
こ
の
文
書
は
パ
レ
ル
モ
の
公
証
人
文
書

館
文
書
番
号
　
く
』
ω
冨
で
あ
る
こ
と
を
、
同
氏
は
一
九
九
三
年
に

　
サ
ン
タ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ジ
ェ
ラ
が
ま
と
め
た
パ
レ
ル
モ
県
の

内
部
文
書
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
私
は
こ
の
公
証
人
文
書
史
料

　
に
ま
だ
あ
た
っ
て
い
な
い
し
、
キ
ア
ヲ
モ
ン
テ
自
身
、
ラ
・
マ
ン
テ

　
ィ
ア
の
所
説
を
修
正
す
る
学
術
的
な
論
文
を
ま
だ
発
表
し
て
い
な

　
い
）
。

（
1
2
）
　
イ
タ
リ
ア
の
経
済
史
家
が
し
ぱ
し
ぱ
農
民
的
ラ
テ
ィ
フ
ン
デ
ィ

　
ウ
ム
（
壷
葦
昌
ま
o
昌
冨
昌
昌
）
と
呼
ぷ
も
の
で
、
没
藩
し
た
り

　
あ
る
い
は
地
代
収
入
に
見
切
り
を
つ
け
た
不
在
地
主
が
、
土
地
を

　
「
売
り
逃
げ
」
し
、
そ
の
あ
と
に
二
年
に
一
度
冬
小
麦
を
栽
培
す
る

　
だ
け
の
粗
放
な
土
地
利
用
の
ま
ま
、
小
農
畏
的
⊥
⊥
地
所
有
が
見
ら
れ
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イタリアにおけるアルバニァ集落とアルパニァ系イタリァ人（21）

　
た
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
一
き
申
o
己
o
と
は
字
義
通
り

　
の
大
土
地
所
有
を
意
昧
す
る
の
で
は
な
く
、
大
土
地
所
有
制
に
由
来

　
す
る
粗
放
な
土
地
利
用
を
意
味
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ス
ペ
イ
ン

　
に
お
け
る
ミ
ニ
フ
ン
デ
ィ
ウ
ム
（
昌
ぎ
篶
目
目
2
o
）
が
ほ
ぽ
こ
れ
に

　
相
当
す
る
。

（
1
3
）
　
播
種
地
の
多
く
は
、
「
裸
の
播
種
地
（
馬
邑
冨
饒
く
o
自
巨
o
）
」

　
で
、
灌
概
施
設
も
な
く
二
年
に
一
度
冬
小
麦
を
栽
培
す
る
だ
け
の
古

　
代
ロ
ー
マ
の
頃
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
農
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
播
種
地
に
は
灌
概
に
よ
る
園
芸
農
業
さ
ら
に
は
施
設
園
芸
農
業
が
ふ

　
く
ま
れ
る
が
、
コ
ム
ー
ネ
単
位
で
公
表
さ
れ
て
い
る
農
業
生
産
の
デ

　
ー
タ
で
は
、
播
種
地
（
需
邑
目
き
き
）
と
一
括
さ
れ
て
い
る
。
灌

　
概
耕
地
は
パ
レ
ル
モ
県
に
も
か
な
り
あ
る
が
、
そ
の
多
く
が
樹
木
栽

　
培
地
に
な
っ
て
い
る
。
施
設
園
芸
は
ア
グ
リ
ジ
ェ
ン
ト
圏
に
多
く
、

　
パ
レ
ル
モ
県
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

（
1
4
）
　
メ
ソ
ツ
ォ
ユ
ー
ゾ
で
は
、
中
心
集
落
以
外
に
、
丘
陵
部
に
散
居

　
状
の
農
家
が
近
年
特
に
増
え
て
い
て
、
コ
ム
ー
ネ
全
体
の
就
業
構
造

　
か
ら
み
れ
ぱ
農
業
の
比
率
が
高
い
。
中
心
集
落
か
ら
パ
レ
ル
モ
に
通

　
勤
す
る
人
た
ち
は
、
主
と
し
て
建
設
業
、
サ
ー
ピ
ス
関
連
産
業
に
従

　
事
し
て
い
る
。
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o
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言
O
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目
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凹
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O
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①
｛
－
ω
ゴ
』
α
｛
＞
－
σ
螂
自
o
g
O
『
蜆
餉
m
O
－
。
O
目
山
く
①
『
－

　
蜆
津
叫
｛
－
～
巴
o
＝
自
〇
一
、
く
O
o
目
く
o
胴
コ
O
－
ヨ
帝
『
目
凹
Σ
o
目
巴
o
O
山
閉
↓
E
O
－

　
団
亭
団
自
ω
ω
一
く
昌
巨
o
o
g
o
目
o
Φ
『
汀
o
冒
σ
⑭
冨
篶
g
自
2
昌
o
眈
ご
ω
ゴ
g
o
－

　
一
彗
ρ
×
－
屋
①
o
o
．
．
．
勺
巴
宵
≡
o
冨
竃

O
＝
武
『
団
｝
目
o
目
一
P
ド
一
2
0
饒
N
討
望
』
＝
①
O
ユ
O
q
－
目
｛
①
望
』
＝
o
ω
片
O
H
影
旦
而
＝
o

　
8
一
昌
す
邑
σ
彗
①
竃
ま
ω
l
O
H
邑
－
冨
O
Φ
す
（
霊
一
彗
昌
o
）
－
．
．
＞
…
冨
－

　
ユ
O
α
9
0
Φ
コ
気
O
－
目
吋
①
『
目
饅
N
－
O
目
印
－
①
0
｝
ω
ゴ
』
α
｛
＞
－
σ
｝
目
o
9
－
o
①
①
1

　
雪
．
．
．
O
P
㎝
1
量

○
巨
す
『
宙
昌
O
目
一
9
ド
一
－
｝
眈
篶
巨
饅
N
｝
O
昌
o
σ
－
一
〕
＝
〇
一
〇
〇
螂
『
鼠
O
H
o
ω
伽
o
o
q
＝

　
≧
σ
昌
置
2
ω
巨
冒
．
p
ζ
o
邑
＝
（
印
昌
轟
ε
∴
＞
；
似
9

　
0
o
目
く
o
o
q
自
o
．
O
O
目
一
自
目
暮
叫
H
蜆
饒
O
q
－
O
ω
o
①
目
1
－
目
O
『
匝
目
N
0
＝
目
o
目
E
后
饒
－
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○
思
o
寵
＝
巳
邑
鼠
、
．
蟹
－
①
∋
o
－
コ
凹
冨
急
o
目
＝
＞
－
σ
彗
畠
二
目
g
－

　
　
冨
色
o
目
①
巨
9
g
印
目
目
～
實
ω
o
ユ
o
o
o
＝
與
o
o
g
；
』
N
－
o
目
⑦
α
①
＝
o

　
　
ω
＆
①
く
鶉
8
き
o
2
コ
彗
凹
急
曾
≧
臣
自
①
9
、
．
＝
彗
印
ま
o
q
＝

　
　
≧
σ
彗
窃
二
〇
〇
〇
〇
〇
‘
署
．
＝
⊥
－
①

○
す
－
凹
『
団
H
目
o
目
5
一
N
∴
、
之
9
　
く
o
目
山
団
目
O
O
與
＝
．
＞
－
σ
胆
目
ζ
．
ω
一
〇
ユ
o
α
－

　
　
三
亘
一
品
o
q
昌
忌
一
ユ
8
茸
o
し
目
2
ユ
§
一
旦
…
．
．
．
カ
o
ヨ
與
岩
竃

○
宇
ユ
目
9
0
目
P
＞
1
一
．
．
O
o
目
目
－
ω
片
O
ユ
9
ω
O
＝
．
O
ユ
胴
－
目
o
O
o
＝
o
o
O
－
o
自
庁

　
　
巴
σ
軸
目
o
色
g
望
o
；
凹
．
．
1
勺
巴
雪
昌
o
冨
蜆
o
o

O
O
日
コ
E
目
o
O
－
O
O
目
一
〇
ω
ω
o
向
目
↓
9
＝
自
o
…
、
O
O
目
一
〇
ω
ω
団
向
目
↓
色
＝
目
申
ピ
與

　
　
ω
自
団
9
0
ユ
凹
く
－
9
印
印
箒
『
o
く
o
H
ω
O
－
o
O
O
①
H
①
O
－
O
固
P
＞
目
凹
蜆
一
胆
色
O

　
　
ω
〇
三
鼻
霊
o
．
ω
旦
『
重
o
冨
－
o
盲
8
ヨ
9
零
o
－
≧
鶉
竃
巨
『
o

　
　
ω
o
巨
貝
零
o
－
9
畠
名
潟
ω
o
巨
a
．
、
．
霊
－
s
ヨ
o
冨
竃

O
O
H
目
一
』
目
o
　
O
－
一
≦
①
N
N
g
O
ω
〇
一
．
．
－
　
o
o
o
ざ
o
　
o
7
討
巨
ゴ
目
O
　
ρ
－
Z
ざ
O
－
α

　
　
ヨ
胴
冒
．
．
（
塁
巨
o
罵
o
『
茎
8
①
8
昌
o
a
彗
墨
與
昌
冨
ま
奉

　
　
…
彗
島
最
）
．
彗
s
N
〇
一
畠
o
－
㊤
o
蜆

O
O
蜆
一
胆
目
巨
目
O
L
≦
∴
■
與
ε
』
o
閉
一
－
o
目
o
団
『
σ
『
⑭
閉
o
7
仙
一
↓
o
自
片
o
け
－
く
O
O
－
O
①
饒
－

　
　
目
巨
昌
o
ら
o
二
〇
竃
雪
〇
三
〇
昌
昌
a
o
o
盲
o
巨
言
冨
o
昌
岩
召
o
o
－

　
　
9
o
昌
邑
隻
昌
彗
昌
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凹
一
一
凹
肩
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筆
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與
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ま
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墨

　
　
岸
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－
巴
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凹
σ
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①
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．
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；
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．
－
O
印
閉
言
O
－

　
　
く
≡
與
ユ
5
o
o
o
o

睾
婁
豪
貝
声
一
〇
8
蟹
鶉
丙
凹
㎝
巨
g
o
ω
8
邑
實
σ
晶
．
零
『
富
；
－

　
　
ぎ
冨
；
窃
與
；
彗
巴
閉
．
（
－
卜
8
－
尽
O
O
。
）
．
，
冨
畠
冨
竃

○
き
ま
戸
o
－
一
g
．
一
巨
9
o
q
冨
9
巴
巴
o
冒
8
一
昌
一
①
．
2
〇
一
巨
①
g
胃
㍗

　
　
8
－
＝
長
巨
隻
島
o
①
σ
重
一
〇
湾
ら
o
ざ
彗
＝
①
8
一
昌
討
饒
顯
一
〇
－

　
　
9
墨
目
饒
篶
巨
罧
o
冨
鶉
尿
一
雪
巨
烏
一
ζ
竃
s
旺
o
昌
o
ρ
、
－
冨
冒
．

　
　
、
ω
巨
2
里
墨
旦
巨
．
．
‘
ω
8
昌
島
ω
邑
9
勺
o
；
o
p
．
窯
o
ユ
雫

　
　
向
o
昌
o
昌
討
＜
一
冨
達

Ω
団
目
霊
轟
員
U
．
一
異
邑
g
軍
o
o
冒
…
一
s
邑
昌
p
o
轟
彗
－
§
o
㌧
o
冨
．

　
　
．
．
N
甘
『
ユ
．
、
．
曽
－
；
－
ミ
ら
p
お
－
彗

○
與
暮
富
〇
二
∴
＝
冒
昌
o
昌
す
o
8
9
①
s
，
目
目
o
o
目
…
①
；
轟
一
①

　
　
ま
＝
｝
ω
巨
＝
｝
．
．
．
↓
E
昌
昌
巨
o
…
一
巾
巴
竃
8
o
畠
ぎ

○
品
鼻
＞
．
一
．
．
－
、
≧
σ
彗
宥
①
二
、
ま
竃
色
昌
；
お
墓
彗
×
く
①
蜆
一
g
一
〇
．
．

　
　
（
家
2
邑
宗
旨
彗
o
貢
君
巨
一
野
君
二
鶉
昌
o
ヨ
げ
8
3
窃
o
昌
華

　
　
『
彗
8
旦
、
巨
g
o
ぎ
g
o
；
〇
一
〇
〇
q
討
一
〇
邑
き
H
ω
豪
ま
－
昌
毒
，
）
．

　
　
M
昌
o
窒
ユ
p
申
富
o
－
き
；
彗

g
凹
8
昌
彗
冨
一
…
∴
．
．
－
昌
昌
釘
冨
饒
①
昌
ヨ
o
冨
目
需
一
巾
胃
o
o
冨
一
庄
二
亨

　
　
a
o
q
墨
斗
昌
①
ω
o
g
g
巴
目
ω
一
2
討
．
．
．
勺
巴
害
昌
o
畠
漫

9
0
邑
彗
O
』
．
一
、
司
O
…
O
屋
印
亭
彗
①
器
ヲ
ー
邑
一
甲
豪
一
二
窃
冨
O
q
O
q
宇

　
　
曇
葦
o
弐
邑
巨
o
冨
一
〇
コ
9
一
．
o
o
o
邑
昌
①
．
ま
旨
寄
8
冨
ヨ
睾
甲

　
　
ω
9
コ
而
箒
O
o
α
向
－
凹
目
｝
自
一
印
（
O
O
閉
o
目
N
印
）
一
〇
〇
ω
ω
回
自
o
－
O
目
ざ
o
－
o
蜆
↓

○
冨
o
葦
（
｝
畠
冨
2
）
一
．
．
異
邑
鵯
巴
σ
彗
Φ
器
o
邑
冒
冨
目
s
；
胴
巨
－

　
　
ω
巨
o
＝
o
－
目
岸
竺
討
1
＞
↓
巨
｛
①
－
－
×
O
O
目
O
胃
『
o
ω
伽
o
（
－
o
o
o
－
）
．
．
1
巾
巴
o
＝
自
o

　
　
ε
o
o
↓

o
…
N
g
員
＞
1
（
｝
ε
冨
9
）
一
．
．
異
目
討
巴
σ
彗
鶉
o
o
邑
冒
冨
目
豊
＝
目
・

　
○
目
巨
ω
饒
o
＝
①
－
目
－
一
與
ユ
與
．
＞
↓
↓
－
0
9
－
×
O
O
コ
O
q
『
耐
ω
ω
o
（
－
o
o
o
－
）
．
．
．
勺
竿

　
－
彗
昌
o
冨
o
o
蜆

宍
o
＝
篶
『
一
甲
一
．
．
冒
o
巴
罫
邑
竃
ぎ
ζ
ぎ
忌
｝
①
一
二
目
ω
巨
＝
昌
．
、
1
峯
一
窃
一

　
σ
凹
o
o
目
；
s

宍
O
H
O
－
①
く
ω
斥
ご
一
〇
．
一
．
．
－
o
く
ざ
①
目
庄
耐
①
o
o
－
o
色
軸
ω
饒
o
①
α
9
0
山
①
9
算
｝
－
O
－

618



（23）　イタリアにおけるアルパニア集落とアルバニア系イタリア人

　
巴
σ
o
目
o
ω
」
μ
①
＝
凹
－
凹
9
＝
o
印
↓
頸
o
o
Φ
＝
o
O
巴
印
σ
H
武
．
．
一
＞
『
o
サ
｝
く
－
O
ω
↓
O
－

　
ユ
o
O
O
Φ
H
－
O
O
巴
o
σ
『
訂
①
冒
「
■
o
與
目
宣
－
o
ω
－

「
匝
…
o
目
饒
画
一
〔
｝
I
n
．
．
－
o
與
o
箒
o
＝
o
而
＝
而
o
o
－
o
目
｝
①
o
o
『
①
o
o
－
凹
－
σ
団
自
o
ω
－
o
－

　
　
ω
－
o
川
＝
団
｛
o
－
ω
o
o
o
＝
）
（
く
o
）
（
く
－
、
．
■
勺
o
－
血
H
『
口
o
－
ω
o
↓

－
印
∋
與
↓
饒
目
回
1
〔
Ψ
∴
、
〔
＝
目
o
ω
一
『
凹
一
ω
↓
o
『
－
印
庄
」
＝
目
o
o
o
o
－
o
．
．
．
ω
凹
－
o
『
目
o

　
　
轟
o
o
↓

■
団
く
－
o
－
軸
一
〔
Ψ
．
一
．
．
ω
o
o
－
〇
一
蚊
’
o
o
H
目
－
↓
與
二
〇
〇
〇
目
o
q
『
①
眈
ω
－
岸
o
－
o
－
印
－
σ
o
目
o
ω
－

　
　
α
邑
－
o
o
o
蜆
巴
－
o
o
｛
、
1
0
o
ω
o
目
“
画
－
㊤
↓
牡

－
o
－
凹
o
o
目
o
．
ω
1
u
．
．
－
≦
①
自
－
o
『
－
與
ω
仁
＝
．
o
ユ
的
－
目
o
ω
片
o
目
o
凹
N
－
o
口
o
匝
o
＝
o

　
　
O
O
自
一
目
コ
o
O
｝
O
O
目
↓
o
ω
ω
P
O
O
－
O
目
す
胴
『
①
o
O
－
竺
σ
o
自
o
ω
o
O
－
ω
－
q
－

　
　
＝
国
．
、
－
勺
O
－
O
H
日
目
O
－
O
O
O
O
O

］
≦
団
目
庄
団
－
ψ
1
ζ
．
一
勺
①
『
仁
目
．
－
目
α
o
o
q
－
目
o
蜆
一
〇
ユ
o
o
日
H
o
饒
o
匝
ω
巨
　
勺
－
印
目
凹
o
o
－

　
　
藺
胃
＝
＞
－
σ
與
目
o
a
1
＞
＞
一
く
く
－
一
、
－
①
昌
ヲ
o
『
o
目
固
価
g
目
ざ
ブ
①
①
－
｝
目
o
目
巨
－

　
　
ω
饒
o
巨
o
l
＞
一
饒
O
〇
一
－
O
o
目
胴
H
閉
蜆
o
－
目
一
ω
『
目
印
N
－
O
目
印
－
①
　
（
一
〇
〇
〇
蜆
）
．
．
．
｝
団
－

　
　
一
血
『
目
一
〇
－
O
O
O
↓
．
O
O
．
N
ω
ω
1
N
卜
卜

ζ
凹
自
o
凹
－
叫
一
…
．
一
－
自
一
『
o
0
E
N
－
o
目
①
．
．
自
o
o
」
－
o
o
o
ブ
ー
o
巨
巨
目
o
o
｛
之
甘
o
o
－
α

　
　
｝
－
胴
－
」
印
．
．
．
～
凹
－
①
H
昌
〇
一
〇
〇
蜆
l
O
O
．
×
く
自
1
×
O
く
－
■

H
≦
與
『
o
g
O
∴
．
．
－
団
O
E
o
ω
饒
o
目
〇
四
H
σ
H
伽
ω
す
伽
．
一
「
o
目
↓
饅
巨
く
O
O
－
匹
①
饒
コ
ー
－

　
　
固
－
o
目
o
．
勺
0
H
一
〇
ω
く
①
o
o
す
－
印
目
一
〇
目
↓
o
｛
o
＝
o
o
o
－
↓
巨
H
o
o
目
自
由
o
℃
『
o
o
－

　
　
o
－
o
　
H
目
o
H
－
」
－
o
目
コ
胆
＝
蜆
饒
o
o
　
與
＝
與
　
o
『
〇
一
〕
－
①
H
目
画
巨
o
凹
　
口
o
二
〇
　
昌
－
目
o
・

　
　
H
団
自
N
｝
二
団
－
O
■
饅
－
σ
凹
目
耐
閉
o
α
－
O
凹
す
σ
ユ
o
、
．
1
O
o
ω
①
目
N
與
－
o
o
o
o
o

勺
印
『
『
－
目
〇
一
F
　
（
o
o
目
H
団
o
｛
）
一
、
】
〕
o
o
E
－
自
o
目
巨
蜆
目
＝
o
o
ユ
胴
－
目
－
匝
①
＝
o
o
冒
〒

　
　
↓
仁
H
印
『
－
o
o
ω
ω
画
胴
－
o
E
－
o
－
螂
－
σ
印
目
o
蜆
o
．
．
．
、
凹
－
①
『
H
目
o
－
o
べ
ω

｝
彗
ま
O
L
．
一
、
冒
O
『
吾
；
ω
；
竃
O
目
竺
與
9
0
『
ぎ
2
霊
一
竃
N
O

　
　
＞
o
ユ
匝
目
σ
、
く
o
－
．
－
勺
與
『
一
①
－
一
［
Φ
o
ユ
o
目
－
目
一
勺
饅
『
｛
①
自
i
－
．
団
自
－
σ
－
o
自
↑
〇
一

　
　
、
o
－
o
『
ヨ
コ
o
　
－
o
㊤
蜆

勺
o
↓
『
〇
一
↓
與
’
ω
一
一
、
＞
－
σ
凹
コ
o
ω
－
　
o
－
　
ω
－
o
－
＝
団
一
ω
一
〇
『
｛
印
　
①
　
o
目
－
一
冒
『
軸
．
．
一
勺
凹
－

　
　
－
o
H
H
目
o
　
－
㊤
①
o

雲
ヰ
P
勺
∴
「
．
巳
彗
饒
饒
S
ユ
昌
①
昌
＝
胃
画
一
而
ま
二
画
↓
轟
昌
邑
昌
①

　
　
｛
①
＝
団
　
o
－
団
ω
o
o
H
饅
　
↓
『
国
　
胴
＝
　
與
ユ
〕
仙
『
①
餉
す
凧
　
－
目
　
①
目
巳
胴
『
画
N
－
o
自
①
．
．
．
－
o

　
　
目
ま
目
O
『
o
目
N
①
o
↓
目
－
o
す
o
o
＝
目
o
q
＝
討
↓
ざ
す
①
一
＞
↓
巨
」
9
M
O
O
目
困
『
o
ω
－

　
　
ω
O
　
｝
目
一
〇
『
目
団
N
｛
O
目
凹
－
O
H
巾
…
O
目
與
　
O
①
①
q
＝
　
＞
－
σ
印
目
①
ω
一
　
↓
1
－
－
　
㎝
O
け
け
O
目
一
－

　
　
一
〕
『
o
－
⑩
o
o
o
o
．
．
．
勺
與
－
①
H
H
自
o
－
o
o
o
p
－
－
o
o
．
①
①
一
－
①
o
o
o
o

カ
o
O
q
6
目
①
巾
目
o
目
＝
P
＞
ω
蜆
①
ω
…
一
〇
H
與
片
O
巾
1
－
二
〇
而
目
弐
O
ω
o
『
く
訂
－
O
⊆
－
ゴ
』
－

　
　
『
印
＝
U
ポ
弓
①
ヰ
o
蜆
仁
O
『
o
津
o
的
＝
〇
一
．
．
■
O
o
目
く
o
o
目
目
o
』
－
＝
目
胴
巨
凹
o

　
　
O
＝
；
E
H
O
印
－
σ
O
自
O
ω
①
、
．
1
M
①
1
N
一
〇
日
－
冒
O
q
目
O
’
－
㊤
O
O
蜆
1
（
｝
『
〇
一
叶
卵
O
q
＝
①
－
O
O
O
O
O

宛
o
胴
｝
O
自
⑭
、
一
』
O
q
＝
P
O
．
宛
．
ω
．
向
．
O
．
一
、
■
o
目
二
目
O
『
O
目
N
①
〇
一
目
ド
＝
o
o
＝
自
－

　
　
O
q
巨
警
O
箒
；
；
ε
窃
ぎ
目
0
9
ま
9
；
冨
餉
2
団
冒
二
與
忌
－

　
　
－
自
o
o
『
o
N
討
．
．
．
＞
↓
巨
α
色
－
自
O
o
自
く
o
o
目
自
o
目
印
邑
O
自
巴
①
α
9
o
O
昌
＝
』
コ
ー

　
　
団
－
σ
団
目
o
片
o
目
－
－
N
心
＼
N
①
o
q
－
目
o
q
目
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
－
ω
．
髪
與
H
国
o
目
o
o
－
ω
■
Ω
■
宛
①
・

　
　
O
o
6
目
o
勺
冒
o
q
＝
印
－
＞
ω
岨
o
蜆
ω
O
『
o
↓
o
勺
．
－
．
o
O
目
言
一
』
『
饅
－
O
I
宛
．
ω
．
向
l
O
‘

　
　
〔
｝
『
〇
一
一
印
胴
＝
o
－
o
o
o
o

カ
O
片
ゴ
O
コ
ー
（
∴
－
〕
－
O
＞
－
σ
団
自
①
『
－
目
ω
旨
α
岸
O
＝
ω
冒
一
、
冬
－
↓
↓
O
＝
E
目
O
目
O
目
乱
①
H

　
　
○
慧
胃
き
巨
蜆
9
昌
0
8
宵
凹
o
巨
ω
争
彗
O
窒
①
＝
ω
昌
き
．
．
．
＝
o
－
－

　
　
一
㊤
①
o
o
　
“
w
．
　
－
－
M
0

宛
目
蜆
ω
O
’
－
ド
“
．
．
＞
－
σ
O
目
O
眈
－
旦
．
－
↓
O
目
｝
一
．
■
巾
凹
－
O
『
目
一
〇
－
O
↓
蜆

ω
o
す
－
『
α
　
＞
－
o
閉
蜆
団
自
α
H
o
H
、
（
｝
巨
－
α
国
　
二
＝
』
皿
↓
H
団
↓
與
　
α
①
一
－
①
　
o
o
－
o
目
－
o
　
｝
＝
〕
o
－

　
　
目
o
色
α
－
ω
ざ
｛
＝
雫
O
O
目
一
①
ω
ω
與
向
目
↓
o
＝
｛
自
頸
、
一
勺
印
－
o
＝
自
O
－
0
N
ω

ω
o
ブ
ー
『
α
＞
↓
與
目
與
ω
－
o
H
、
…
o
コ
一
〇
H
－
①
眈
↓
o
『
－
o
ブ
o
｛
目
叶
o
『
目
o
o
＝
⑦
o
『
一
胴
－
目
－

　
　
①
く
ざ
①
目
匡
①
O
｛
O
O
目
一
①
ω
ω
印
向
目
↓
色
＝
目
凹
．
．
．
勺
巴
0
H
目
一
〇
－
岨
0
N

619



一橋論叢第116巻第4号平成8年（1996年）10月号（24）

ω
o
す
マ
9
0
．
一
、
O
o
自
＝
弐
凹
旦
ざ
－
o
目
｝
＝
o
凹
享
『
－
ω
與
o
q
O
q
－
O
⑭
＝
o
o
o
－
O
自
討

　
巴
σ
印
自
鶉
－
2
2
o
…
撃
、
z
署
o
＝
冨
墨

ω
o
討
ヨ
σ
轟
一
≦
一
零
巨
耐
毒
o
彗
蜆
箒
＝
①
8
昌
＝
三
冨
o
q
篶
8
－

　
竺
σ
団
冒
露
－
2
勺
巴
實
目
o
①
－
望
』
〇
一
冨
o
o
o
H
巨
o
o
目
－
．
o
ユ
①
葦
o
巨
－

　
§
算
ぎ
o
．
、
｝
o
＝
o
；
目
o
旦
o
＝
與
団
印
2
印
Ω
篶
8
2
o
冒
ヰ
g
①
『
一

　
冨
冨
．
．
－
z
o
」
①
お
竃
－
o
p
畠
－
5
㊤

↓
芽
o
昌
貫
宍
－
6
o
≡
o
？
o
す
一
①
昌
閉
雰
o
目
胃
昌
目
o
q
宰
＝
邑
o
竃
ぎ
o
H
芋

　
一
窃
ヲ
ー
訂
気
一
＞
零
①
＝
邑
目
印
量
ω
胃
く
ξ
o
｛
勺
昌
①
釘
コ
ー
き
o
巨
－

　
『
①
富
ヨ
ω
昌
；
⑭
昌
－
重
｝
．
、
…
o
2
一
雪
冨
篶
彗
奉
昌
竃
．
’
2
0
i
巨

　
5
竃
ら
o
．
S
－
i
－
窒

く
邑
舳
目
泣
o
目
9
0
．
一
宛
箏
O
σ
ぎ
凹
自
ご
コ
o
o
α
o
け
目
置
0
9
色
〇
一
ヒ
o
l
竺
σ
苧

　
篶
ω
一
－
＞
－
o
冨
g
訂
（
o
ε
墨
o
－
）
一
．
．
冒
目
す
巴
σ
彗
8
①
①
昌
ぎ
o
l

　
『
団
コ
N
Φ
　
＝
目
o
日
仁
赤
饒
o
＝
①
　
ヲ
　
ー
片
o
＝
“
　
＞
一
9
　
0
9
　
－
×
　
O
O
目
①
q
H
0
ω
眈
O

　
（
；
O
。
－
）
．
巾
巴
雪
ヨ
O
－
竃
蜆
ら
P
亀
ω
－
も
①

N
｝
目
胴
匝
ユ
一
U
l
一
．
．
－
①
o
o
－
o
コ
ポ
津
巴
o
－
巴
σ
凹
目
o
Z
旦
－
O
巴
印
一
〕
ユ
団
1
ω
↓
O
ユ
①

　
o
o
o
∋
o
胴
H
與
饒
p
ω
o
o
o
＝
×
く
－
×
－
×
．
z
凹
o
o
＝
－
o
ト
ー

［
後
記
］
　
本
稿
は
平
成
六
年
度
－
平
成
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補

　
助
金
（
国
際
学
術
研
究
）
『
地
中
海
世
界
沿
岸
都
市
に
お
け
る
マ
イ

　
ノ
リ
テ
ィ
ー
集
団
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
（
課
題
番
号
〇
六
〇
四
一
〇

　
四
〇
　
研
究
代
表
者
　
竹
内
啓
一
）
に
よ
る
現
地
調
査
に
も
と
づ

　
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
資
料
の
整
理
に
は
平
成
八

年
度
駒
澤
大
学
特
別
研
究
助
成
の
一
部
を
利
用
し
た
。
イ
タ
リ
ア

　
に
お
け
る
調
査
に
際
し
て
は
た
く
さ
ん
の
方
の
お
世
話
に
な
っ
た

　
が
、
情
報
、
資
料
の
提
供
な
ど
の
面
で
、
特
に
お
世
話
に
な
っ
た

方
の
名
前
を
以
下
列
挙
し
、
謝
意
を
表
し
た
い
。
－
雪
竃
ざ
霊
『
－

　
ユ
昌
（
パ
レ
ル
モ
大
学
教
授
、
パ
ラ
ヅ
ツ
オ
・
ア
ド
リ
ァ
ー
ノ
在

　
住
）
、
冬
凹
幕
o
竃
彗
3
最
（
パ
レ
ル
モ
大
学
研
究
員
、
ピ
ア
ナ
・

　
デ
イ
・
ア
ル
バ
ネ
ー
ジ
在
住
）
、
N
昆
O
巨
印
冨
昌
8
訂
（
サ
ン
タ
・

　
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ジ
ェ
ラ
村
立
図
書
館
長
）
、
9
畠
｛
旦
冨

O
；
o
冨
（
コ
ン
テ
ッ
サ
・
エ
ン
テ
リ
ー
ナ
文
化
担
当
助
役
）
、
＝
；

勺
彗
冨
8
巨
o
（
メ
ッ
ツ
ユ
オ
ー
ゾ
村
役
場
文
化
担
当
）
、
雪
署
o

ω
o
冨
；
o
（
画
家
、
パ
レ
ル
モ
在
住
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
・
駒
澤
大
学
教
授
）

620




